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一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
〔
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
―
〕

　

一
月
一
日　

天
気 

雨　

寒
暖 

寒　

発
信 
賀
状　

受
信 

賀
状

新
年
ヲ
迎
フ
、
別
ニ
新
ナ
ル
感
想
モ
ナ
シ
、
歳
月
の
歩
ミ
ノ
速
カ

ナ
ル
ニ
驚
キ
タ
ル
か
関
ノ
山
、
十
一
時
領
事
舘
邸
遙
拝
式
ニ
列
ス
、

事
務
所
ニ
テ
賀
状
ヲ
認
メ
、
四
時
前
帰
宅
ス
、
五
時
友
人
数
名
ヲ

招
キ
新
年
ヲ
寿
ク
、
佐
藤
、
尾
崎
［
御
夫
婦
］
国
虎
、
野
田

〔
弥
助
〕
ノ
諸
氏
来
ル
、
夕
方
川
島
氏
御
夫
婦
ヲモ

来
ラ
レ
歌
カ
ル
タ

等
ニ
歓
ヲ
尽
ク
ス
、
世
事
ヲ
全
ク
忘
レ
賑
か
ニ
面
白
キ
一
日
ナ
リ
キ
、

深
更
就
眠
〔
直
筆
は
二
五
頁
〕

　

一
月
二
日　

天
気 

暴
風
雨　

寒
暖 

寒　

発
信 

賀
状　

受
信 

賀

状近
来
稀
ニ
見
ル
暴
風
雨
、　

新
年
会
ニ
招
カ
レ
タ
ル
モ
行
カ
ズ　

午

後
川
島
氏
方
ニ
参
ル

　

一
月
三
日
　
天
気 

風
雨　

寒
暖 

寒　

発
信
　
受
信 

賀
状

風
雨
止
マ
ズ
、
出
桑
〔
港
〕
ノ
予
定
ナ
リ
シ
モ
家
ヨ
リ
出
テ
ズ
カ
ル

タ
等
シ
テ
正
月
ノ
三
日
ヲ
過
ス

　

一
月
四
日
　
天
気 

雨　

寒
暖 

寒　

発
信 

賀
状　

受
信 

賀
状

七
時
半
起
床
、
九
時
半
出
勤
、
午
後
八
時
迄
事
務
多
忙
、
夕
食
後
続

テ
一
時
迄
執
務
二
時
半
帰
宅
就
眠
、
本
日
佐
藤
君
田
舎
ニ
帰
ル
健
康

ト
成
効
（
マ
マ
）ヲ

祈
リ
テ
別
ル
．

　

一
月
五
日
　
天
気 

雨　

寒
暖 

寒　

受
信 

賀
状

終
日
会
務
多
忙
変
リ
ナ
シ
、
午
後
八
時
、
事
務
局
及
ヒ
出
品
協
会
員

ノ
為
メ
送
別
会
ヲ
催
ス
、
六
団
体
代
表
者
発
起
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
自
分

司
会
ス
盛
会
ナ
リ
、
二
式
ハ
他
ノ
発
起
者
ニ
托
シ
中
坐
事
務
処
ニ
テ

十
二
時
迄
執
務
ス

　

一
月
六
日
　
天
気 

曇　

寒
暖 

寒　

受
信 

賀
状

執
務
依
然
多
忙
、
午
後
二
時
未
納
金
処
分
委
員
会
、
四
時
参
事
員
会

神
崎
驥
一
日
記　
一

自 

一
九
一
六
年
一
月　

一
日

至 

一
九
一
六
年
一
月　

八
日

自 

一
九
一
九
年
七
月
一
一
日

至 

一
九
一
九
年
九
月
一
七
日
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ア
リ
、
七
時
日
本
倶
楽
部
ニ
テ
賜
暇
帰
朝
ノ
沼
野
〔
安
太
郎
〕
領

事
ノ
為
メ
送
別
懇
談
会
ア
リ
、
午
後
一
時
星
野
暢
氏
歓
迎
会
ア
リ

　

一
月
七
日
　
受
信 

賀
状

終
日
執
務
多
忙
、
午
後
六
時
白
人
青
年
会
招
待
ノ
懇
談
会
ニ
出
席
ス

　

一
月
八
日
　
天
気 

雨　

寒
暖 

冷　

発
信 

賀
状
十
七
、
端
書
、
兄

　

上
、
久
、
吉
岡
美
津

差

　引

　残

支

　
　
　出

収

　
　
　入

摘

　
　
　要

月 

日

金

　銭

　出

　納

　録

　

一

　一

〃

　〃

〃

　〃
　
　四

　
　〃

　
　〃

　
　五

　
　六

電
車
月
極
メ
切
符

電
車
賃

買
物

帝
国
ホ
テ
ル
払

家
賃

電
車
賃

同送
別
会
費

昼
食

電
車
賃

送
別
会
費
二
回

万

　千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

　
三
〇
〇
〇

　
　
一
〇
〇

　
　
一
〇
〇

　
三
五
五
〇

二
五
〇
〇
〇

　
　
二
五
〇

　
　
一
〇
〇

　
二
五
〇
〇

　
　
二
五
〇

　
　
三
〇
〇

　
四
〇
〇
〇
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　七

　
　八

　
　〃

　
　〃

　
　〃

　
　〃

　
　〃

　
　〃

電
車
、
昼
、
夕
食

送
物
花
代

〃名
刺
新
年
賀
状

音
楽
会
切
符

　二

昼
夕
食
電
車
賃

当
用
日
記

　二

講
金

万

　千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

千

　百

　十

　円

　十

　銭

　厘

　
　
六
〇
〇

　
二
五
〇
〇

一
〇
二
〇
〇

　
三
五
〇
〇

　
一
〇
〇
〇

　
　
七
〇
〇

　
一
〇
五
〇

三
五
〇
〇
〇

〔
以
上
、
四
〇
一―

〇
二
頁
〕
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八
時
半
起
床
、
沼
野
〔
安
太
郎
〕
領
事
事
務
局
、
出
品
協
会
員
等
帰

朝
ニ
付
キ
天
洋
丸
ヘ
見
送
リ
ニ
行
ク
、
畑
〔
歓
三
〕
兄
田
舎
ヨ
リ

帰
国
、
事
務
所
ニ
訪
問
セ
ラ
ル
、
七
時
退
勤
、
八
時
仏
教
会
ニ
テ

大
学
々
生
倶
楽
部
主
催
ノ
音
楽
会
ニ
出
席
盛
会
成
効
（
マ
マ
）、

十
二
時
五
十

分
就
眠
〔
以
下
、
空
白
〕

（
表
紙
）

一
九
一
九
〔
大
正
八
〕
年
　K

. K
anzaki, Tokyo

　

七
月
十
一
日
、

午
前
、
渡
邉
金
三
、
川
崎
巳
之
太
郎
君
来
訪
、
渡
邉
君
髙
橋
博
士

ト
ノ
会
見
内
容
ヲ
語
ラ
ル
．

青
木
儀
一
君
来
宅
、
談
話
中
、
米
国
日
本
人
学
童
問
題
ニ
関
シ
意

見
ア
リ
．

午
後
、
渋
澤
事
務
所
訪
問
、
男
爵
ニ
面
会
、
従
来
ノ
経
過
并
ニ
外

務
省
ノ
態
度
ヲ
報
告
、
男
爵
ノ
御
意
見
ヲ
求
メ
、
且
ツ
日
米
新
関
係

ノ
事
情
報
告
以
外
更
ニ
積
極
的
具
体
方
針
ノ
必
要
ヲ
力
説
ス
、
男
爵
、

常
ニ
念
頭
ニ
ア
ノ
埴
原
〔
正
直
〕
田
中
〔
都
吉
〕
両
局
長
ニ
モ
七

月
談
シ
タ
リ
、
募
金
ノ
事
ハ
仲（
マ
マ
）々

難
事
ト
信
ス
、
然
レ
ト
モ
何
ト
カ

致
サ
ネ
ハ
ナ
ラ
ズ
ト
思
ウ
、
関
係
委
員
以
外
更
ニ
両
三
名
ト
相
談
ス

ベ
シ
．

博
文
館
ニ
浅
田
江
村
氏
ヲ
訪
ウ
、
移
民
法
提
出
方
法
ニ
関
シ
意
見

ヲ
求
ム
、
日
米
関
係
ニ
付
キ
投
稿
ヲ
勧
メ
ラ
ル
、
各
新
聞
ノ
反
米
態

度
ノ
理
由
ハ
人
種
問
題
、
山
東
問
題
等
ノ
反
動
モ
大
ニ
関
係
セ
ル

ナ
ラ
ン
．

夜
、
渡
邉
〔
金
三
〕、
東
ヶ
崎
〔
潔
〕
氏
ト
川
崎
〔
巳
之
太
郎
〕
氏

ニ
招
カ
ル
、

　

七
月
十
二
日
、

午
前
、
藤
平
君
〔
日
本
〕
統
計
協
会
ニ
来
訪
．

山
崎
君
来
訪
、
帝
国
ホ
テ
ル
ニ
昼
食
ヲ
共
ニ
ス
、

神
谷
氏
ニ
同
君
ヲ
通
シ
返
答
ス
．

午
後
二
時
外
務
省
ニ
埴
原
〔
正
直
〕
政
務
局
長
ヲ
訪
ウ
、

運
動
方
法
今
少
シ
具
体
的
ニ
非
サ
レ
バ
困
難
ナ
ラ
ン
、
尚
反
対
的
意

見
モ
来
レ
リ
、
第
一
ニ
関
係
ア
ル
四
大
会
社
ヲ
説
カ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
．

運
動
ノ
必
要
及
内
容
ヲ
更
ニ
説
明
シ
、
実
行
方
法
ト
シ
テ
ハ
日
米

関
係
委
員
会
相
互
的
事
業
ト
シ
テ
協
力
ス
ル
モ
差
支
ヘ
ナ
カ
ラ
ン
．

〔
日
本
〕
移
民
協
会
ヲ
訪
問
不
在
．

　

七
月
十
四
〔
日
〕、
一
九
〔
日
〕、

髙
橋
徹
夫 

君

浅
田
江
村
君

　

七
月
十
九
日
、

植
原
悦
二
郎
君
ヲ
訪
問
、
支
部
設
置
ノ
件
及
移
民
法
改
正
ノ
件
ニ
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付
キ
懇
談
ス

移
民
法
改
正
案
ニ
関
シ
テ
ハ
建
議
案
ヨ
リ
モ
法
律
修
正
案
ト
ナ
ス
方

有
効
ナ
ラ
ン
ト
ノ
説
又
、
大
ニ
尽
力
ス
ベ
シ
ト
ノ
約
束
ア
リ
、
支
部

設
置
ニ
付
テ
ハ
米
国
関
係
ノ
在
東
京
ノ
人
々
ヨ
リ
モ
呼
応
セ
ラ
レ
度
〔
タ
キ
〕

旨
希
望
シ
、
同
志
ト
ノ
会
合
ヲ
勧
メ
ラ
ル
．

　
〔
七
月
〕
廿
一
日　

長
藤
太
君
来
訪
、W

oods

氏
関
係
ノ
件
ニ
付

キ
相
談
ス
、

新
妻
君
統
計
協
会
ニ
来
訪
、
移
民
法
改
正
ノ
運
動
ニ
関
シ
懇
談
、
携

テ
報
知
社
ニ
杉
原
木
出
君
訪
問
、
同
件
ニ
関
シ
依
頼
記
者
招
待
ノ

斡
旋
承
諾
セ
ラ
ル
、

山
崎
恵
君
来
訪

　
〔
七
月
〕
廿
三
日
、

堀
越
氏
訪
問
、Neur Supply　

Bureau

ニ　

関
ス
ル
実
験
談
ア
リ
、

海
外
発
展
博
覧
会
米
国
特
派
員
三
好
氏
帰
朝
ニ
付
キ
築
地
精
養
軒

ニ
招
カ
レ
種
々
懇
談
、

１
、
出
品
ニ
対
シ
坪
四
十
五
円
、

２
、
背
景
其
他
出
品
準
備
ニ
関
シ
、

３
、
米
国
ハ
特
殊
ノ
移
民
地
ナ
ル
故
、
米
人
ト
携（
マ
マ
）提

出
品
差
支
ヘ
ナ

シ
．　

　
〔
七
月
〕
廿
五
日
、　

日
米
信
託
坂
本
芳
治
君
来
訪
．

　
〔
七
月
〕
廿
六
日
、　

渋
澤
男
爵
訪
問
具
体
案
提
出
注
意
ア
リ
．

　
〔
七
月
〕
廿
八
日
、　

内
田
嘉
吉
氏
訪
問
不
在
、

移
民
協
会
訪
問
、
五
日
午
前
八
時
同
会
ニ
テ
講
演
依
頼
ア
リ
、

三
井
藤
瀬
重
役
訪
問
、
事
情
説
明
依
頼
、

故
阿
部
氏
ノ
件
ニ
付
キ
土
田
氏
来
訪

海
外
発
展
博
覧
会
招
待
三
好
派
遣
員
報
告
会
於
築
地
精
養
軒
開
カ
レ

出
席
．

　
〔
七
月
〕
廿
九
日
、　

埴
原
〔
正
直
〕
政
務
局
長
訪
問
．

　
〔
七
月
〕
卅
日
、

使
命
ノ
件
ニ
付
キ
午
後
五
時
半
〔
東
京
〕
銀
行
集
会
所
ニ
於
テ
会

合
ア
リ
、
渋
澤
男
爵
、
阪
谷
男
〔
爵
〕、
藤
山
、
堀
越
、
田
中
〔
都

吉
〕
通
商
局
長
及
八
月
二
日
渡
米
ノ
内
田
嘉
吉
氏
出
席
、
増
田
〔
明

六
〕
秘
書
、
笠
井
君
列
席
、
男
爵
尤
モ
熱
心
ニ
尽
力
セ
ラ
ル

　
〔
七
月
〕
三
十
一
日
、

外
務
大
臣
〔
内
田
康
哉
〕
面
会
陳
情
、

赤
松
書
記
官
訪
問
、

土
田
氏
来
訪

　

八
月
二
日
、

天
洋
丸
出
帆
ニ
付
キ
内
田
〔
康
哉
〕
氏
見
送
リ
ノ
為
メ
出
浜
、

同
氏
ニ
依
頼
、
本
船
便
ニ
テ
、
牛
島
〔
謹
彌
〕、
太
田
、
滝
本
〔
為
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三
〕、
安
孫
子
、Elliot

ノ
諸
氏
ニ
出
書

　

八
月
五
日
、
高
等
商
業
学
校
〔
現
・
一
橋
大
学
〕
ニ
テ
移
民
協
会

講
習
会
の
為
め
八
時
よ
り
十
時
迄
講
演
、

十
時
半
渋
沢
事
務
所
ニ
テ
男
爵
ニ
面
会
、
内
田
〔
康
哉
〕
大
臣
ト

話
合
ヒ
多
少
見
込
ミ
ア
リ
、
自
分
ハ
暫
シ
避
暑
月
末
帰
京
ノ
積
リ
ナ

リ
、
帰
米
ヲ
暫
ク
見
合
ス
ル
方
宜
〔
ヨ
ロ
シ
キ
〕カ

ラ
ン
云
々

牛
島
〔
謹
彌
〕
会
長
ヨ
リ
返
電
、Get contribution as m

uch as 

you can, return im
m

ediately 
来
ル
、

同
日
更
ニ
滞
在
延
期
交
渉
ノ
打
電
．

　

八
月
八
日
、　
〔
横
浜
〕
正
金
〔
銀
行
〕
梶
原
〔
仲
治
〕
頭
取
訪

問
不
在
、
神
奈
川
県
保
安
課
渡
船
者
係
訪
問
、

八
日
会
ニ
於
テ
日
米
新
関
係
ニ
付
キ
講
演

　

八
月
十
一
日
、

山
本
熊
太
郎
氏
来
訪

　

八
月
廿
日
、
出
浜
、
梶
原
〔
仲
治
〕
頭
取
不
在
、

牛
島
〔
謹
彌
〕
氏
ヨ
リ
来
書
二
通
．

　

八
月
廿
一
日
、
梶
原
〔
仲
治
〕
頭
取
ヲ
私
邸
ニ
訪
問
、

相
当
ノ
分
担
ス
ベ
キ
旨
言
明
ア
リ
、

引
続
キ
時
枝
氏
訪
問
、
桑
港
ニ
対
ス
ル
私
見
ヲ
聞
ク
、

午
後
井
上
〔
準
之
助
〕
日
銀
総
裁
訪
問
、
何
ト
カ
運
動
セ
ザ
ル
可

カ
ラ
ズ
、
明
確
ナ
ル
言
明
ナ
キ
モ
相
当
ノ
事
ヲ
ス
ベ
シ
ト
ノ
意
ヲ
洩

サ
ル
．

読
賣
新
聞
社
ニ
石
黒
三
好
氏
訪
問
．

上
野
博
覧
会
場
火
災
ノ
結
果
、
海
博
延
期
ノ
旨
聞
キ
早
速
在
日
宛
、

O
n account of fire exhibition postponed indefinitely. Stop 

every preparation 

ト
打
電
ス

　

八
月
廿
二
日
、
大
倉
〔
喜
八
郎
〕
男
〔
爵
〕
訪
問
、
戦
争
ハ
不
可

能
ニ
シ
テ
両
国
ノ
不
利
益
、
解
決
ニ
ハ
経
済
的
提
携
必
要
、
可
〔
ア
イ
ナ
ル
ベ
ク
〕

相
成

米
国
ニ
花
ヲ
持
タ
ス
様
ス
ベ
シ
、
方
針
ハ
積
極
的
ナ
ル
ヲ
要
ス
、
本

日
渋
沢
男
〔
爵
〕
ト
会
見
ス
、
此
ノ
件
ニ
付
テ
モ
話
ス
ベ
シ
．

　

八
月
廿
五
日
、

渋
澤
〔
栄
一
〕
男
〔
爵
〕
訪
問
、
内
田
〔
康
哉
〕
外
相
ト
相
談
セ

リ近
日
確
答
ア
ル
ベ
シ

　
〔
八
月
〕
廿
六
日
、
移
民
協
会
加
藤
氏
来
訪

移
民
改
正
法
の
件
に
付
き
長
時
懇
談

夕
、
大
原
氏
招
待

牛
嶋
（
マ
マ
）〔
牛
島
〕
氏
よ
り
来
電

　

八
月
廿
七
日
、　

浅
野
常
務
取
締
訪
問
、

事
情
を
述
べ
協
力
を
依
頼
す
、
渋
澤
〔
栄
一
〕
男
〔
爵
〕
を
通
し
申

込
み
あ
れ
は
相
応
の
事
を
な
す
べ
し

　
〔
八
月
〕
廿
八
日
、
ラ
ン
バ
ス
氏
及Raw

lling

氏
同
道
渋
沢
〔
栄
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一
〕
男
〔
爵
〕
訪
問
．

　

九
月
三
日
、
？
外
務
省
埴
原
〔
正
直
〕
局
長
訪
問

両
国
日
米
関
係
委
員
会
協
議
ノ
上
進
行
ノ
説
ア
リ
．

　

九
月
九
日
、
渋
沢
〔
栄
一
〕
男
〔
爵
〕
訪
問
十
七
日
委
員
会
ヲ

開
ク
都
合
ナ
リ
、
自
分
ノ
説
ハ
母
国
ノ
同
情
ヲ
伝
エ
ル
程
度
以
内
デ

モ
拠
金
ス
ル
ベ
シ
云
ウ
ニ
ア
ル
モ
外
務
省
側
ノ
説
モ
ア
リ
共
ニ
日
米

関
係
委
員
会
ニ
テ
評
議
決
定
ス
ル
コ
ト
ト
セ
ン

　

九
月
十
二
日
、
鈴
木
文
治
君
ヲ
訪
問

　

九
月
十
四
日
、
川
崎
巳
之
太
郎
氏
宅
ニ
渡
辺
氏
訪
問
、
牛
嶋
（
マ
マ
）〔

牛

島
謹
彌
〕
氏
推
せ
ん
の
件
相
談

　

九
月
十
五
日
、
櫛
戸
君
、
牛
嶋
（
マ
マ
）〔

牛
島
謹
彌
〕
氏
推
せ
ん
の
事

を
語
る
．

渋
沢
事
務
所
に
増
田
〔
明
六
〕
氏
訪
問
、
鎌
田
氏
通
せ
ら
る
ゝ
様

依
頼

　

九
月
十
七
日
、
午
後
五
時
日
米
関
係
委
員
会
．

〔
ノ
ー
ト
の
最
後
か
ら
五
頁
よ
り
記
入
〕

Patent copy, 5　

or　

6,

庶
務
課
次
席
、
五
六
十
円
、
外
五
割　

bonas handy m
an.

企
業
課
、　

百
三
十
五
円
、
百
五
十
円

調
査
時
期

Brazil – A
rgentine – Philippine – Peru.

京
橋
采
女
、
二
一
、

飯
田
治
彦
、
代
理
人
．

【
注
】

（
１
）
本
日
記
は
市
販
の
日
記
帳
で
あ
り
、
表
紙
に
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

　
　
　

 

「
神
武
天
皇
紀
元
二
千
五
百
七
十
六
年
／
丙
辰
／
西
暦
紀
元

一
千
九
百
十
六
年
／
大
正
五
年　

当
用
日
記
／
東
京
博
文
館
発
行
」

　

      

な
お
、
本
論
文
中
の
［　

］
は
神
崎
自
身
の
挿
入
で
あ
り
、〔　

〕

は
編
者
の
注
記
で
あ
り
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
示
す
。

（
２
）
一
九
〇
八
年
の
総
領
事
舘
は
、1274 O

, Farrell Str.

に
あ
っ
た

（「
在
米
日
本
人
住
所
姓
名
録
」
一
頁
、
日
米
社
『
在
米
日
本
人
年

鑑
』
一
九
〇
八
〔
日
系
移
民
資
料
集
第
Ⅲ
期
、『
日
米
年
鑑
』
第
四

集
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
〕）。
た
だ
し
、
在
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
日
本
国
総
領
事
館
か
ら
の
連
絡
に
よ
れ
ば
、
総
領
事
館
の

開
設
は
一
九
一
五
年
で
、
八
月
の
住
所
は
、「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
、T

em
ple Street

とSpring Street

の
角
に
開

設
さ
れ
、
後
にW

est 2nd Street

とH
ill Street

の
角
、
さ
ら

に
一
九
三
五
年
に
は1151 South Broadw

ay Street

へ
再
移
転
、

日
米
開
戦
に
よ
り
閉
館
さ
れ
た
」
と
い
う
。

（
３
） 

遙
拝
式
す
な
わ
ち
宮
城
（
皇
居
）
遥
拝
と
は
、
日
本
や
大
東
亜
共

栄
圏
に
お
い
て
、
皇
居
（
宮
城
）
の
方
向
に
向
か
っ
て
敬
礼
（
遥
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拝
、
拝
礼
）
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
、
日
本
国
内
（
内

地
）、
外
地
、
外
国
を
問
わ
ず
行
わ
れ
た
。
国
民
に
天
皇
へ
の
忠

誠
を
誓
わ
せ
る
行
為
の
一
つ
で
あ
り
、
君
が
代
の
斉
唱
、
日
の
丸

の
掲
揚
、
御
真
影
へ
の
敬
礼
と
と
も
に
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
天

皇
へ
の
忠
誠
を
誓
わ
せ
て
国
民
の
戦
意
高
揚
を
図
る
目
的
で
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。
と
く
に
文
部
省
は
一
九
三
八
年
に
は
「
宮
城
遙

拝
国
旗
掲
揚
ノ
方
法
等
ニ
関
ス
ル
件
」
を
通
牒
し
た
（
小
野
雅

章
『
御
真
影
と
学
校
―
「
奉
護
」
の
変
容
―
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
、一
六
頁
、
二
八
八
頁
）。

　
　

 　

戦
前
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
宮
城
遙
拝
を
偶
像
礼
拝

と
し
て
問
題
視
し
た
が
、
一
九
四
一
年
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
の
多
く
が
、
日
本
基
督
教
団
に
統
合
さ
れ
て
国
家
の
監
督

下
に
置
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
宮
城
遥
拝
も
実
施
さ
れ
た
。
日
本

基
督
教
団
は
皇
室
が
「
日
本
国
民
の
宗
家
」
で
あ
る
こ
と
を
受
け

入
れ
、
四
二
年
、
教
団
統
理
は
伊
勢
神
宮
の
参
拝
も
行
っ
た
。
他
方
、

宮
城
遙
拝
を
実
施
し
な
い
教
会
は
弾
圧
さ
れ
、
牧
師
や
信
徒
は
投

獄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
４
）
桑
港
日
本
人
会
の
事
務
所
は
、
一
九
〇
八
年
に
は1622 Sutter 

St., T
el. W

est 7948 

に
あ
っ
た
（
前
掲
「
在
米
日
本
人
住
所
姓
名

録
」
一
頁
）。

（
５
）
野
田
弥
助
と
は
、
牛
島
家
の
下
男
で
牛
島
謹
彌
の
渡
米
に
際
し
て

同
行
し
た
（
山
田
義
雄
『
花
は
一
色
に
あ
ら
ず
―
ア
メ
リ
カ
で
「
ト

テ
ト
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
日
本
人
の
心
を
伝
え
た
牛
島
謹
彌
―
』

西
日
本
新
聞
社
、
九
一
頁
）。

（
６
）
沼
野
安
太
郎
は
明
治
三
六
年
東
京
高
商
〔
現
・
一
橋
大
学
〕
を
卒

業
後
、
三
七
年
九
月
に
外
交
科
試
験
に
合
格
し
、
最
終
官
歴
は
天

津
総
領
事
で
あ
る
（
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
・
泰
郁
彦
著
『
戦

前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
一
、四
二
九
頁
）。
一
九
一
九
年
没
。
渋
沢
栄
一
の
渡
米
実

業
団
（
明
治
四
二
年
）
に
関
わ
る
（『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第

三
二
巻 

一
一
九
―
二
〇
頁
）。

（
７
）「
兄
上
」
と
は
、
長
男
「
徹
介
」
で
あ
ろ
う
。「
十
才
の
頃
備
前
で

母
と
死
別
。
ま
も
な
く
二
才
年
上
の
兄
を
誘
っ
て
状
況
す
べ
く
家

出
を
し
た
。
岡
山
駅
で
家
の
者
に
発
見
さ
れ
連
れ
戻
さ
れ
た
。
将

来
を
案
じ
ら
れ
た
父
陣
三
〔
正
し
く
は
、
陳
三
〕
の
熟
慮
の
末
、

牧
師
の
紹
介
で
関
西
学
院
の
吉
岡
院
長
の
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
」

と
な
っ
た
が
、
と
も
に
家
出
を
し
た
の
が
徹
介
で
あ
る(

神
崎
澄
江

「
夫
驥
一
の
こ
と
」「
恒
平
ク
ラ
ブ
通
信
」『
恒
平
』
三
六
・
三
七
合

併
号
、
一
九
七
三
年
一
一
月
、
一
一
六
頁
。
な
お
、
澄
江
は
、
み

ち
枝
死
後
、
再
々
婚
し
た
夫
人
で
あ
る)

。
ま
た
「
久
」
は
、
次
女

で
養
女
に
い
っ
た「
ひ
さ
」で
驥
一
の
妹
で
あ
る
。
妹
で
長
女
は「
ま

す
」
で
あ
る
（
戸
籍
に
よ
り
確
認
）。

（
８
） 
吉
岡
美
津
（
一
八
九
〇
―
一
九
二
九
）
は
、
関
西
学
院
第
二
代
院
長

吉
岡
美よ
し
く
に国
の
長
女
で
兵
庫
県
立
第
一
高
女
よ
り
、奈
良
女
高
師
（
現
・

奈
良
女
子
大
学
）
で
物
理
・
数
学
を
専
攻
し
た
。
後
年
、佐
保
会
〔
奈

良
女
子
大
の
同
窓
会
〕
の
神
戸
支
部
長
を
務
め
た
。
神
崎
驥
一
と
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結
婚
す
る
た
め
に
渡
米
し
た
。
結
婚
式
は
、
お
そ
ら
く
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
美
以
教
会
（2012 Pine Str.

「
在
米
日
本
人
住
所
姓

名
録
」
一
頁
、
日
米
社
『
在
米
日
本
人
年
鑑
』
一
九
〇
八
〔
日
系

移
民
資
料
集
第
Ⅲ
期
、『
日
米
年
鑑
』
第
四
集
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
一
〕）
で
、
そ
の
昇
天
は
一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
で
あ
る

（
井
上
琢
智
「
吉
岡
美
国
と
敬
神
愛
人
（
四
）」『
関
西
学
院
史
紀
要
』

第
九
号
、
二
〇
〇
三
、一
四
頁
）。
吉
岡
の
長
男
は
美
清
で
、
神
崎

が
再
婚
し
た
次
女
み
ち
枝
も
一
九
四
一
年
昇
天
し
た
（
井
上
同
論

文
、
三
五
頁
注
二
一
）。

（
９
）
天
洋
丸
は
、
一
九
〇
八
年
、
長
崎
三
菱
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
純

国
産
大
型
貨
客
船
で
、
東
洋
汽
船
、
の
ち
に
日
本
郵
船
が
所
有
し
て

い
た
貨
客
船
で
、
当
初
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
に
就
航
。
日
本

に
お
け
る
貨
客
船
で
初
め
て
一
万
ト
ン
を
超
え
（
一
三
、四
五
四
ト

ン
）、
タ
ー
ビ
ン
機
関
を
使
用
し
た
最
初
の
船
で
、
日
本
船
舶
史
上

の
一
大
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
一
八
年
パ

リ
講
和
会
議
へ
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
牧
野
伸
顕
全
権
委
員
お

よ
び
随
員
約
二
〇
名
が
乗
船
し
、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
〇
日
に

横
浜
を
出
航
し
た
の
が
本
船
で
あ
る
（
チ
ャ
オ
埴
原
三
鈴
、
中
馬

清
福
『「
排
日
移
民
法
」
と
戦
っ
た
外
交
官
―
一
九
二
〇
年
代
日
本

外
交
と
駐
米
全
権
大
使
・
埴
原
正
直
』（
二
〇
一
一
、二
一
頁
）。
東

洋
汽
船
の
経
営
難
か
ら
日
本
郵
船
に
移
籍
の
上
、
後
継
の
浅
間
丸

級
貨
客
船
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
リ
タ
イ
ア
し
、
解
体
さ
れ
た
（
松

井
邦
夫
『
日
本
商
船
・
船
名
考
』
海
文
堂
出
版
。
一
三
一
頁
に
筆

者
に
よ
る
天
洋
丸
の
画
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）。

（
10
）
畑
歓
三
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
七
）
関
西
学
院
高
等
学
部
教
授
、

旧
制
中
学
部
長
。
丸
亀
生
ま
れ
。
本
名
は
歡
三
。
出
生
届
に
觀
三

と
誤
記
さ
れ
、
以
後
、
觀
・
観
・
歡
・
歓
の
字
を
随
時
使
っ
た
。

一
八
九
七
年
九
月
、
松
山
中
学
校
か
ら
関
西
学
院
普
通
学
部
普
通

科
第
三
学
年
に
転
入
。
自
助
会
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
野
球
部
に
参
加
。

神
戸
で
は
初
め
て
の
曲
球
（
カ
ー
ブ
）
を
投
げ
た
。
早
稲
田
大
学

文
学
専
門
部
を
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
。 

麻
布
中
学
校
教
師
を
経

て
、
一
二
年
一
二
月
に
渡
米
。
バ
ー
ク
レ
ー
市
山
手
の
ス
プ
ル
ー

ス
街
に
、
普
通
科
の
二
年
後
輩
で
の
ち
に
第
五
代
院
長
と
な
る
神

崎
驥
一
と
と
も
に
住
み
四
年
二
ヶ
月
滞
在
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
大
学
院
で
美
学
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
を
専
攻
（『
増
補
改
訂
版　

関

西
学
院
事
典
』
二
〇
一
四
、
デ
ジ
タ
ル
版
で
公
開
）。

（
11
） 

仏
教
会
は
、1617 Gough St. T

el. W
est 6401 

に
あ
っ
た
（
前
掲

「
在
米
日
本
人
住
所
姓
名
録
」『
在
米
日
本
人
年
鑑
』
一
頁
）。

（
12
）
こ
の
日
記
は
、
市
販
のN

O
T

E-BO
O

K

　
（
発
売
元
の
ト
レ
ー
ド
・

マ
ー
ク
は
「
馬
上
の
兜
を
か
ぶ
っ
た
武
士
」）
に
「
一
九
一
九  

日
記
」

と
書
き
、K

. K
anzaki / T

okyo　

と
サ
イ
ン
を
入
れ
て
い
る
。
な

お
、
本
文
は
横
書
き
で
あ
る
。

（
13
）
渡
邉
金
三
は
、「
新
潟
出
身
で
、
親
は
小
さ
な
呉
服
商
で･･･

中

学
を
出
る
と
す
ぐ
に
上
京･･･

英
語
学
校
で
い
つ
も
近
く
に
い
た
」。

渡
米
し
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
や
ス
レ
ス
ノ
で
働
き
、･･･

今
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
会
計
学
と
い
う
『
大
福
帳
』
を
西
洋
風
に
数
字
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で
つ
け
る
〔
複
式
簿
記
〕
勉
強
」（
山
田
義
雄
前
掲
書
、
一
一
五
―

一
六
頁
）
し
て
い
た
人
物
で
、
牛
島
謹
彌
は
見
込
ん
で
雇
用
し
、「
右

腕
」
と
な
っ
た
。
後
に
牛
島
が
経
営
す
る
デ
ル
タ
「
シ
マ
農
場
〔
農

園
〕」
の
総
括
を
福
島
信
太
郎
（
静
岡
県
出
身
で
、
三
重
県
の
何
代

も
続
い
た
医
者
の
家
系
で
、
勉
学
の
た
め
に
上
京
し
、
陸
軍
に
入
り

予
備
役
に
な
る
の
を
ま
っ
て
渡
米
、
牛
島
と
と
も
に
サ
ン
ノ
ー
キ

の
農
園
で
働
い
た「
気
心
の
知
れ
た
仲
間
」八
五
頁
）と
と
も
に
行
っ

た
（
二
七
九
頁
）。
ま
た
、「
渡
邊
金
蔵
君
―
牛
島
農
園
支
配
人
―
」

（
金
井
重
雄
・
伊
藤
晩
松
編
『
北
米
之
日
本
人
』（
一
九
一
〇
、一
四
九

頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
）。
牛
島
謹
彌
に
つ
い
て
は
注
43
を
参
照
の

こ
と
。

（
14
）
川
崎
巳
之
太
郎
（
一
八
七
三
―
一
九
五
一
）
は
、
一
八
九
三
年
、

明
治
学
院
卒
業
後
、『
世
界
之
日
本
』
の
編
集
長
、
月
刊
雑
誌
『
天

地
人
』
を
発
行
し
た
。
九
八
年
、
渡
米
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
の
聴
講
生
と
な
り
、『
日
米
新
聞
』
を
刊
行
し
た
。
彼
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
送
ら
れ
た
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
（『
特
高
警
察
関
係
資
料
集

成
』
第
六
巻
解
題
、
不
二
出
版
、
七
四
頁
）。
一
九
〇
一
年
に
帰
国

し
、
翌
年
に
日
本
植
民
会
社
（
後
述
の
大
隈
が
会
頭
と
な
っ
た
日

本
移
民
協
会
と
は
別
組
織
）
を
設
立
し
た
。
〇
三
年
、
日
本
植
民

会
社
事
業
開
始
の
た
め
ペ
ル
ー
に
渡
る
が
、
日
露
戦
争
勃
発
に
よ

り
中
止
。
日
露
戦
争
中
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
『
大
阪
毎
日
新
聞
』、

『
報
知
新
聞
』、『
時
事
新
報
』
の
特
派
員
。
〇
九
年
帰
国
し
内
務
省

警
保
局
・
社
会
局
嘱
託
。
一
九
年
第
一
回
国
際
労
働
会
議
に
政
府

随
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
二
七
年
、
衆
議
院
補
欠
選
挙
で
当
選
。

（
15
）
米
国
日
本
人
学
童
問
題
と
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
日
本
人

学
童
隔
離
命
令
（
一
九
〇
六
年
一
〇
月
一
一
日
）
に
端
を
発
す
る

問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
一
日
、

上
野
季
三
郎
領
事
、
ア
メ
リ
カ
商
務
長
官
と
が
会
談
し
、
そ
の
結
果
、

〇
七
年
三
月
一
三
日
同
市
学
務
局
隔
離
命
令
を
取
り
消
し
、
日
本

学
童
の
復
学
を
許
可
し
た
（『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
第
三
版
、
岩

波
書
店
、
一
八
八
頁
）。
な
お
、
こ
の
問
題
か
ら
新
移
民
法
ま
で
の

過
程
に
つ
い
て
は
、
井
上
琢
智
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒

久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
ー
神
崎
驥
一
、
乾
精
末
と
国
際
連
盟
協
会
、

排
日
移
民
法
、
太
平
洋
問
題
調
査
会
、
軍
事
教
練
―
」（
中
）『
関

西
学
院
史
紀
要
』
二
五
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
五
六
頁
、
お
よ
び

注
八
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
16
）
一
九
一
九
年
七
月
十
一
日
の
神
崎
の
渋
澤
事
務
所
訪
問
渋
沢
と
の

対
談
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
デ
ジ
タ
ル
版
）
で

は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
他
日
以
下
の
よ
う
に
二

人
は
会
談
し
て
い
る
。
同
年
、（
一
）
五
月
十
七
日
曇　

軽
寒 

○
上

略
十
一
時
、
桑
港
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
リ
ン
チ
二
氏
及
町
田
豊
千
代
・

神
崎
驥
一
氏
等
来
訪
、
日
米
関
係
ノ
事
ヲ
談
話
ス
、
米
人
帰
後
神

崎
氏
等
ト
午
飧
ヲ
共
ニ
シ
○
下
略
（『
渋
沢
栄
一
日
記
』
第
三
三
巻
、

四
九
二
頁
）。（
二
）
五
月
三
一
日　

是
日
、
当
委
員
会
、
東
京
銀

行
倶
楽
部
ニ
開
カ
レ
、
栄
一
出
席
、
在
米
日
本
人
会
ヨ
リ
派
遣
セ

ラ
レ
タ
ル
神
崎
驥
一
ヲ
招
ジ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
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ア
州
在
留
日
本
人
ノ
状
況
ニ
関
ス
ル
報
告
ヲ
聴
取
ス
。
此
会
合
ニ

於
テ
当
委
員
会
規
約
第
五
項
ヲ
修
正
ス
（
第
三
三
巻
、
四
九
二
―

九
三
頁
）。

（
17
）
埴
原
正
直
（
一
八
七
六
―
一
九
三
四
）
は
、
東
京
専
門
学
校
（
現
・

早
稲
田
大
学
）
英
語
政
治
科
卒
業
後
、
東
洋
経
済
新
報
社
に
勤
務
し
、

日
本
最
初
の
外
交
専
門
誌
『
外
交
時
報
』
を
刊
行
し
た
。
九
八
年
、

外
務
省
に
入
省
し
、
一
九
一
六
年
総
領
事
と
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
在
勤
、
一
八
年
六
月
外
務
省
通
商
局
長
、
同
年
一
〇
月
外
務

省
政
務
局
長
、
一
九
年
外
務
次
官
。
二
一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議

に
海
軍
大
臣
・
加
藤
友
三
郎
・
駐
ア
メ
リ
カ
大
使
幣
原
全
権
巻
委

員
に
随
行
し
、
二
二
年
、
幣
原
の
後
任
と
し
て
特
命
全
権
大
使
・

ア
メ
リ
カ
駐
箚
（
泰
邦
彦
前
掲
書
、
一
八
五
頁
）。

　
　
　

ア
メ
リ
カ
大
使
館
一
等
書
記
官
時
代
の
一
九
〇
九
年
、
コ
ロ
ラ
ド

州
な
ど
ア
メ
リ
カ
八
州
に
拡
散
す
る
日
本
人
移
民
の
居
住
地
の
実

態
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
報
告
書
を
外
務
大
臣
の
小
村
寿
太
郎
に

提
出
し
た
が
、
不
衛
生
で
猥
雑
極
ま
る
日
本
人
町
の
あ
ま
り
の
酷

さ
に
外
務
省
は
機
密
文
書
と
し
て
封
印
し
た
。 

　
　
　

一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
案
阻
止
の
た
め
に
国
務
長 

官
Ｃ
・
Ｅ
・

ヒ
ュ
ー
ズ
に
あ
て
た
書
簡
中
に
書
か
れ
た
「
深
刻
な
結
果
」
の
一
句

が
対
米
威
嚇
で
あ
る
と
ア
メ
リ
カ
国
内
で
問
題
化
し
、
法
案
に
賛

成
し
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
上
院
が
一
斉
に
賛
成
に
動
い
た
。
そ

の
結
果
、
埴
原
書
簡
が
同
法
成
立
の
一
因
と
み
な
さ
れ
責
任
を
と
っ

て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
簑
原
俊
洋
『
ア
メ
リ
カ
の
排
日
運

動
と
日
米
関
係
―
『
排
日
移
民
法
』
は
な
ぜ
成
立
し
た
か
―
』
朝

日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
六
、一
六
四
頁
）。
外
交
界
で
は
小
柄
な
体

躯
か
ら
「
リ
ト
ル
・
ハ
ニ
ー
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。
な
お
、
チ
ャ

オ
埴
原
三
鈴
、
中
馬
清
福
前
掲
書
も
参
照
の
こ
と
。

（
18
）
田
中
都
吉
（
一
八
七
七
―
一
九
六
一
）
は
、
東
京
高
商
〔
現
・
一

橋
大
学
〕
を
卒
業
（
一
八
九
七
）
し
、
一
九
一
六
年
、
ア
メ
リ
カ

在
勤
の
大
使
館
参
事
官
、
一
九
年
、
外
務
省
通
商
局
長
と
な
り
、

二
二
年
外
務
省
次
官
と
な
り
、
翌
年
依
願
免
本
官
。『
ジ
ャ
パ
ン
タ

イ
ム
ズ
』
社
長
を
経
て
、ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
泰

邦
彦
前
掲
書
、
一
四
〇
頁
）。

（
19
）
浅
田
江
村
（
彦
一
・
空
花
）
は　

一
八
九
二
年
関
西
学
院
基
督
教

青
年
会
（Y

M
CA

）
に
入
会
し
、
一
八
九
五
年
頃
に
普
通
学
部
を

中
途
退
学
し
、
一
九
〇
六
年
に
博
文
館
に
入
館
、
一
九
一
七
年
『
太

陽
』
主
筆
と
な
っ
た
（
井
上
琢
智
「
浅
田
彦
一
（
空
花
・
江
村
）」『
関

西
学
院
史
紀
要
』
第
八
号
、
一
七
七
―
八
九
頁
、
二
〇
〇
二
）。
こ

の
結
果
、
一
九
一
九
年
九
月
の
『
太
陽
』（
第
二
五
巻
一
一
号
）
に

神
崎
は
「
日
米
関
係
ノ
新
現
象
《
加
州
に
於
け
る
排
日
運
動
再
燃

の
意
義
》」
を
掲
載
し
た
（
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
井
上
前
掲
論

文
「
浅
田
彦
一
（
空
花
・
江
村
）」
の
『
付
録
二
』
は
漏
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
井
上
琢
智
前
掲
論
文
「
戦
間
期

関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
」（
中
）
五
八

―
六
〇
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、一
九
二
六
年
に
も
神
崎
は
「
太

平
洋
関
係
調
査
会
議
に
於
け
る
移
民
問
題
の
考
察
」（『
太
陽
』
第
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三
二
巻
〔
主
筆
は
長
谷
川
誠
也
〕
第
四
号
）
に
掲
載
し
た
。

（
20
）
一
八
九
七
年
二
月
二
七
日
、
ハ
ワ
イ
到
着
の
日
本
移
民
六
六
五
人

中
四
六
三
人
が
、
手
続
き
不
備
な
ど
の
理
由
で
上
陸
を
拒
否
さ
れ
、

三
月
二
〇
日
に
、
ま
た
、
三
月
一
九
日
に
は
一
六
三
人
が
、
四
月

九
日
に
は
五
四
九
人
が
送
還
さ
れ
る
な
ど
の
事
件
が
生
じ
、
五
月

一
一
日
に
は
駐
ハ
ワ
イ
公
使
が
ハ
ワ
イ
外
相
に
抗
議
し
た
（
九
八

年
七
月
賠
償
金
支
払
い
で
決
着
し
た
）。
し
か
し
、
駐
米
公
使
星
亨

は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
合
併
阻
止
の
た
め
に
ハ
ワ
イ
占
領
を
具
申
、

六
月
に
は
大
隈
外
相
が
ハ
ワ
イ
合
併
は
日
本
に
利
益
を
損
ね
る
と

ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
に
抗
議
し
た
が
、
星
公
使
に
損
ね
な
い
と
回
答

し
た
（
前
掲
『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
一
五
〇
頁
）。
そ
の
後
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
日
本
人
排
斥
運
動

が
起
こ
り
、
林
董
外
務
大
臣
と
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
駐
日
大
使
と
の
間
で

一
連
の
日
米
紳
士
協
定
が
締
結
さ
れ
（
一
九
〇
七
―
〇
八
年
）、
日

本
側
も
い
わ
ゆ
る
写
真
結
婚
花
嫁
渡
航
禁
止
措
置
（
一
九
二
〇
年

三
月
）
な
ど
努
力
を
重
ね
た
が
、
一
九
二
四
年
五
月
一
五
日
に
人

種
差
別
条
項
を
含
む
い
わ
ゆ
る
排
日
移
民
法
が
ア
メ
リ
カ
議
会
で

可
決
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
こ
の
法
案
に
よ
る
規
制
の
対
象
は
、
南

欧
、
東
欧
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
移
民
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ

る
〔
五
味
俊
樹
「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ニ
ズ
ム
と
一
九
二
四
年
移
民

法
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と
排
日
移
民
法
』
論
創
社
、

一
九
九
七
、一
八
四
頁
〕）。
こ
れ
は
、
渋
沢
を
中
心
と
す
る
日
米
関

係
委
員
会
の
設
置
（
一
九
一
六
年
一
月
）
と
日
米
関
係
改
善
の
民

間
レ
ベ
ル
で
の
努
力
を
無
に
帰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
片
桐
庸
夫

『
太
平
洋
問
題
調
査
会
の
研
究
―
戦
間
期
日
本
のIPR

の
活
動
を
中

心
と
し
て
―
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
、四
三
―
四
四

頁
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
神
崎
驥
一
は
渋
沢
の
要
請

に
応
じ
て
、
日
米
を
往
復
し
た
。

（
21
）
人
種
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
二
月
七
日
、
国
際
連
盟
規

約
委
員
会
で
、
日
本
代
表
は
人
種
的
差
別
待
遇
撤
廃
の
提
案
を
し

た
（『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
第
三
版
、
岩
波
書
店
、
二
三
八
頁
）。

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、チ
ャ
オ
埴
原
三
鈴
、中
馬
清
福
前
掲
書
（
第

一
章
「
世
界
の
檜
舞
台
へ
―
新
し
い
秩
序
形
成
へ
の
参
加
―
」
を

参
照
の
こ
と
。

（
22
）
一
八
九
八
年
、
ド
イ
ツ
が
膠
州
湾
を
租
借
し
、
山
東
省
に
権
益
を

獲
得
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
四
年
八
月
時
に
、
日

本
は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
、
青
島
に
出
兵
し
、
一
五
年
一
月
に
日

本
は
二
十
一
カ
条
を
要
求
し
、
山
東
省
に
お
け
る
ド
イ
ツ
権
益
の

継
承
そ
の
他
の
権
益
拡
大
を
突
き
つ
け
た
。
そ
の
要
求
が
通
る
と

国
民
的
な
反
対
運
動
起
き
た
。
一
七
年
一
一
月
に
は
、
石
井
・
ラ

ン
シ
ン
グ
協
定
が
結
ば
れ
、
門
戸
開
放
を
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
は

日
本
の
山
東
省
権
益
を
認
め
、
逆
に
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
門
戸
開

放
な
ど
の
要
求
を
認
め
た
。
一
九
年
の
パ
リ
講
和
会
議
で
中
国
は
、

二
十
一
カ
条
要
求
の
無
効
を
訴
え
た
も
の
の
、
英
・
仏
は
日
本
の
大

戦
参
戦
の
条
件
で
中
国
大
陸
で
の
利
権
拡
大
に
反
対
し
な
い
と
い

う
密
約
が
あ
っ
た
た
め
、
中
国
の
要
求
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
同
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年
一
〇
月
締
結
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
も
日
本
の
山
東
省
権
益
継

承
が
認
め
ら
れ
た
。
中
国
民
衆
が
強
く
反
発
し
、
五
・
四
運
動
が
起

こ
り
、
中
国
政
府
も
そ
れ
に
お
さ
れ
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
調
印
を

拒
否
し
た
。
一
九
二
一
―
二
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
は
、
国

際
協
調
の
高
ま
り
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
提

唱
で
海
軍
軍
縮
と
中
国
・
太
平
洋
で
の
利
害
対
立
の
調
停
が
は
か

ら
れ
た
も
の
の
、
二
二
年
二
月
に
は
、
九
カ
国
条
約
が
調
印
さ
れ
、

中
国
の
主
権
尊
重
・
機
会
均
等
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
石
井
・

ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
は
破
棄
さ
れ
、
日
本
と
中
国
間
で
は
「
山
東
懸

案
に
関
す
る
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
山
東
省
権
益
の
中
国
返
還
が

決
ま
っ
た
。
中
国
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
太
平
洋
に
関
す
る
四

カ
国
条
約
の
成
立
に
伴
い
日
英
同
盟
は
破
棄
さ
れ
た
（
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
で
の
軍
縮
運
動
に
対
す
る
関
西
学
院
で
の
軍
縮
運
動
の
賛

成
の
決
議
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
井
上
琢
智
「
戦
間
期
関
西
学

院
に
お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
」（
中
）、
四
五
頁
）。

（
23
）
日
本
統
計
協
会
の
前
身
は
、
一
八
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
表
記
学

社
と
一
八
七
八
年
に
設
立
さ
れ
た
製
表
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
創

設
に
あ
た
っ
て
は
、
杉
亨
二
（
一
八
二
八
―
一
九
一
七
）
を
中
心

と
す
る
我
が
国
統
計
の
先
駆
者
が
数
多
く
関
わ
っ
て
い
る
。
後

者
は
そ
の
後
、
東
京
統
計
協
会
と
改
称
し
、『
統
計
集
誌
』
を
編

集･

刊
行
す
る
ほ
か
、
統
計
懇
話
会
、
統
計
講
話
会
の
開
催
、
統

計
書
の
刊
行
な
ど
統
計
情
報
の
提
供
に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
、

一
九
〇
二
年
に
社
団
法
人
と
な
っ
た
。
両
団
体
は
、
一
九
四
四
年

に
合
併
し
て
財
団
法
人
大
日
本
統
計
協
会
と
な
っ
た
（
日
本
統
計

協
会
のW

eb

よ
り
）。

（
24
）
日
米
関
係
委
員
会
は
、
渋
沢
栄
一
が
一
九
一
六
年
、
実
業
界
か
ら

退
い
た
が
、
前
年
の
一
五
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
商
業
会
議
所

内
に
「
日
米
関
係
委
員
会
」
が
創
設
さ
れ
た
の
に
呼
応
し
て
、
そ

の
年
に
日
米
親
善
を
目
的
と
し
て
組
織
し
た
委
員
会
で
、
約
三
〇

名
か
ら
な
り
、
井
上
準
之
助
、
新
渡
戸
稲
造
ら
が
参
加
し
た
が
、

三
九
年
解
散
し
た
（
中
嶋
啓
雄
「
渋
沢
栄
一
と
米
国
の
フ
ィ
ラ
ン

ソ
ロ
ピ
ー
」、
飯
森
朋
子
編
著
前
掲
書
、
六
三
頁
）。

（
25
）
日
本
移
民
協
会
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
外
国
人
土
地
法
案
が
成

立
し
た
翌
年
の
一
九
一
四
年
に
大
隈
重
信
を
会
頭
、
添
田
寿
一
を

副
会
頭
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
渋
沢
栄
一
は
設
立
総
会
で
演
説
し

日
本
人
移
民
の
行
状
が
ア
メ
リ
カ
で
の
排
斥
運
動
を
招
い
た
一
因

で
あ
る
と
指
摘
し
、
北
米
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
渡
航
前
教
育
に

よ
る
移
民
の
資
質
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な
移
植
民
先

を
模
索
す
る
必
要
を
説
い
た
（
名
村
優
子
「
渋
沢
栄
一
の
ブ
ラ
ジ

ル
植
民
事
業
支
援
」
飯
森
朋
子
編
著
『
国
際
交
流
に
託
し
た
渋
沢

栄
一
の
望
み
―
『
民
』
に
よ
る
平
和
と
共
存
の
模
索
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
九
、一
一
〇
―
一
四
頁
。
な
お
、
こ
の
コ
ラ
ム
に
は
、

川
崎
巳
之
太
郎
の
日
本
植
民
会
社
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
）。

（
26
）
こ
の
高
橋
徹
夫
は
、
以
下
の
高
橋
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

シ
ア
ト
ル
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
西
北
部
に
お
け
る
日
本

人
移
民
労
働
運
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
佐
々
木
勝
成
は
、
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一
九
〇
六
年
頃
に
阿
部
豊
治
な
ど
と
と
も
に
シ
ア
ト
ル
に
お
い
て

「
日
本
人
労
働
組
合
」
を
設
立
し
、
機
関
誌
『
同
胞
』
を
発
行
し
た
。

〇
七
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
・
ベ
ー
リ
ン
ガ
ム
に
お
い
て
排
日
の
機

運
が
高
ま
っ
た
時
、
佐
々
木
は
同
地
に
赴
い
て
当
時
排
日
運
動
の

中
心
勢
力
で
あ
っ
た
労
働
組
合
の
集
会
で
講
演
し
、
シ
ア
ト
ル
に

お
け
る
日
本
人
労
働
者
、
労
働
組
合
の
状
況
を
説
明
し
て
理
解
を

求
め
る
と
と
も
に
、
日
本
人
労
働
者
、
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
間
の

連
帯
を
力
説
し
た
が
、
途
絶
し
た
。
し
か
し
一
九
一
五
年
に
再
度
、

佐
々
木
は
「
日
本
人
労
働
組
合
」
を
結
成
す
る
に
際
し
て
、
か
つ

て
対
立
し
て
い
た
東
洋
貿
易
会
社
社
長
高
橋
徹
夫
を
会
長
に
迎
え

自
ら
は
常
任
幹
事
に
就
任
し
た
（
黒
川
勝
利
「《
資
料
》
ア
メ
リ
カ

西
北
部
日
本
人
移
民
労
働
運
動
の
先
駆
者
―
佐
々
木
勝
成
に
関
す

る
新
資
料
―
」『
岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
第
四
八
巻
第
三
号
、

二
〇
一
七
、一
三
三
頁
）。

（
27
）
植
原
悦
二
郎
（
一
八
七
七
―
一
九
六
二
）
は
、
豊
科
高
等
小
学
校

卒
業
後
、
製
糸
工
場
で
の
女
工
の
検
番
、
横
浜
税
関
勤
務
を
経
て
、

一
八
九
九
年
、
渡
米
し
、
ス
ク
ー
ル
・
ボ
ー
イ
と
し
て
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
を
出
て
、週
刊
紙
『
日
米
商
報
』
を
発
行
し
な
が
ら
、一
九
〇
七
年
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
を
卒
業
し
、
同
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
大
学
院

に
進
み
、
一
九
一
〇
年
に
経
済
科
学
（econom

ic science

）
の
博

士
号
を
取
得
し
た
。
翌
年
に
帰
国
し
、
明
治
大
学
教
授
、
立
教
大

学
教
授
、
東
京
高
等
工
業
学
校
講
師
を
歴
任
し
、
政
治
学
や
比
較

憲
法
論
等
を
講
じ
て
い
た
。
吉
野
作
造
の
民
本
主
義
に
対
し
、
天

皇
に
は
統
治
権
は
あ
る
が
、
主
権
は
国
民
に
存
す
る
と
す
る
国
民

主
権
論
を
大
胆
に
主
張
、
急
進
的
な
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
と
し
て

言
論
活
動
を
展
開
し
た
。
た
だ
し
、「
支
部
設
置
」
の
「
支
部
」
は

不
明
で
あ
る
。

（
28
）
長
藤
太
は
、
石
崎
常
藏
『
栃
木
人
―
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
活
躍

し
た
人
び
と
た
ち
―
と
ち
ぎ
市
制
施
行
八
〇
周
年
を
記
し
て
―
』

（
二
〇
一
七
、三
三
一
頁
）
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

（
29
）W

oods, E.

（1861-1938

）
は
弁
護
士
、外
交
官
、政
治
家
で
あ
っ
た
。

駐
日
大
使
と
し
て
、
一
九
二
三
年
七
月
二
一
日
に
就
任
し
、
二
四

年
六
月
五
日
辞
任
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
述
か
ら
言
え
る
の

は
、
大
使
就
任
前
か
ら
神
崎
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
シ

ド
ニ
ー
・
エ
ル
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
（
一
八
六
〇
―
一
九
四
五
）
は
、

一
八
八
八
年
に
来
日
し
、
熊
本
、
大
阪
、
松
山
、
さ
ら
に
同
志
社

で
科
学
概
論
・
進
化
論
を
論
じ
、
京
都
帝
国
大
学
で
は
宗
教
学
を

講
義
し
た
。
一
九
一
三
年
帰
国
後
、
日
本
の
平
和
と
日
米
の
相
互

理
解
の
た
め
に
尽
力
し
、
排
日
法
案
に
反
対
。「
青
い
眼
の
人
形
」

を
送
る
運
動
を
し
た
〔『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、

三
七
六
頁
〕）。彼
の
渋
沢
栄
一
宛
書
簡（
一
九
二
四
年
五
月
二
六
日
）

に
よ
れ
ば
、"Y

our w
elcom

e to our air fliers, being fully 

reported, is having a good influence over here, as is also 

your farew
ell m

eeting for A
m

bassador W
oods."

（
前
掲『
渋

沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
、
第
三
四
巻
、
二
五
七
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
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（
30
）
報
知
社
は
、
一
八
七
二
年
に
前
島
密
、
小
西
義
敬
ら
が
『
郵
便
報

知
新
聞
』
を
創
刊
し
、
七
三
年
に
は
発
行
会
社
「
報
知
社
」
と
し

て
設
立
し
、
九
四
年
に
新
聞
紙
名
を
『
報
知
新
聞
』
に
改
称
し
た
。

一
九
三
〇
年
に
は
当
時
の
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
に
買
収
さ
れ
、

三
二
年
に
は
社
名
が
「
報
知
新
聞
社
」
に
変
更
さ
れ
た
。

（
31
）
こ
の
堀
越
は
、堀
越
善
重
郎
（
一
八
六
三
―
一
九
三
六
）
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
現
・
足
利
市
に
生
ま
れ
、
東
京
商
法
講
習
所
（
現
・
一
橋
大
学
）

を
一
八
八
三
年
に
卒
業
し
、
翌
年
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ー

ソ
ン
商
会
に
入
社
し
、
足
利
の
羽
二
重
絹
織
物
を
輸
入
す
る
。
翌

年
八
五
年
、
日
本
支
店
支
配
人
と
な
り
、
日
米
貿
易
の
拡
大
に
貢

献
。
九
三
年
、
渋
沢
栄
一
、
中
上
川
彦
次
郎
、
益
田
孝
ら
の
後
援

を
得
て
堀
越
商
会
を
創
立
し
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
な
ど
に
支
店
を
設
け
大
貿
易
商
と
な
っ
た
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』、
二
〇
〇
四
）。

　
　
　

 

な
お
、
牛
島
は
慶
應
義
塾
を
出
て
実
業
界
を
目
指
し
て
い
た
同
郷

先
輩
の
日
比
翁
助
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
）
の
紹
介
状
（
そ
の
裏

に
堀
越
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
）
を
も
っ
て
渡
米
し
た
が
、
そ

の
「
東
京
モ
ス
リ
ン
商
会
社
長
」（
堀
越
商
会
は
こ
の
社
名
の
後

継
名
か
）
堀
越
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
出

向
に
き
た
の
が
和
田
豊
治
で
あ
っ
た
（
山
田
義
雄
前
掲
書
、
二
〇

頁
、六
五
―
六
六
頁
）。
和
田
は
、一
八
八
二
年
慶
應
義
塾
に
入
学
し
、

八
四
年
卒
業
し
て
い
る
（『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
Ⅰ
』
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
、七
一
九
頁
。『
慶
應
義
塾
史
事

典
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
、
二
〇
〇
八
、七
八
三
―
八
四
頁
）。
な
お
、

「N
eur

〔o-

〕Supply Bureau

ニ
関
ス
ル
実
験
」
が
何
を
指
す
か

不
明
で
あ
る
。

（
32
）
築
地
精
養
軒
は
、
新
橋
―
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
（
一
八
七
二
）
の

年
に
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
草
分
け
と
し
て
、
東
京
・

築
地
に
創
業
さ
れ
た
、
七
六
年
の
上
野
公
園
開
設
に
伴
い
、
不
忍

池
畔
の
現
在
の
地
に
「
上
野
精
養
軒
」
が
誕
生
し
た
。

（
33
）
坂
本
芳
治
と
は
、『
信
託
会
社
の
組
織
と
経
営
』
第
三
版
（
一
九
二
七
、

巌
松
堂
）
の
著
者
で
あ
ろ
う
か
。 https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/1072936

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

（
34
）
一
九
一
九
年
七
月
三
〇
日
の
神
崎
の
日
米
関
係
委
員
会
へ
の
出
席

に
つ
い
て
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
に
「
是
日
、
東

京
銀
行
倶
楽
部
ニ
於
テ
日
米
関
係
委
員
会
開
カ
ル
。
栄
一
出
席
シ

テ
当
会
代
表
神
崎
驥
一
ヲ
招
ジ
、
当
会
ヨ
リ
提
案
セ
ル
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
排
日
問
題
対
策
ヲ
議
ス
。
爾
後
数
回
神
崎
来
訪
ス
（
第

三
三
巻
、
四
〇
四
―
〇
五
頁
）。
な
お
、
当
日
、
神
崎
は
最
近
ノ
日

米
関
係
ト
将
来
ノ
運
動
方
針
」
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
の

概
略
は
、
井
上
琢
智
前
掲
論
文
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒

久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
」（
下
）
一
一
二
―
一
三
頁
）
を
参
照
の

こ
と
。

（
35
）
内
田
嘉
吉
（
一
八
六
六
―
一
九
三
三
）
は
、
一
八
八
四
年
、
東

京
外
国
語
学
校
を
卒
業
し
、
九
一
年
七
月
、
帝
国
大
学
法
科
大

学
法
律
学
科
（
英
法
）
を
卒
業
。
同
年
七
月
、
逓
信
省
に
入
り
、
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一
九
〇
一
年
七
月
、
管
船
局
長
に
就
任
。
一
九
一
〇
年
八
月
、
台

湾
総
督
府
民
政
長
官
と
な
り
台
湾
に
赴
任
し
、
一
二
年
よ
り
一
三

年
ま
で
台
湾
総
督
を
務
め
た
。
一
九
一
七
年
三
月
、
逓
信
次
官
に

就
任
し
、
一
九
一
八
年
九
月
に
辞
任
。
そ
の
年
に
貴
族
院
議
員
。

南
洋
協
会
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
会
の
設
立
に
尽
力
し
、
二
一
年
、

日
本
産
業
協
会
設
立
に
あ
た
り
、
会
長
就
任
（
臼
井
勝
美
、
高
村

直
助
、
鳥
海
靖
、
由
井
正
臣
編
『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』
吉
川

弘
文
堂
、
二
〇
〇
一
、一
四
六
頁
）。

（
36
）    

「〔
日
本
〕
移
民
協
会
よ
り
五
日
午
前
八
時
同
会
ニ
テ
講
演
依
頼
ア

リ
」
の
講
演
の
記
録
は
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
で

は
見
当
た
ら
な
い
。

（
37
）
藤
瀬
政
次
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
二
七
）
は
、
長
崎
県
出
身
で
、

東
京
商
法
講
習
所
（
現
・
一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
、
三
井
物
産
株

式
会
社
に
入
社
し
、
香
港
支
店
を
経
て
、
上
海
支
店
長
、
綿
花
部

長
を
歴
任
し
、
取
締
役
に
就
任
。
東
洋
綿
花
株
式
会
社
（
同
社
は
、

三
井
物
産
綿
花
部
が
分
離
独
立
し
た
も
の
）
に
関
与
し
、
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
。
政
財
界
に
幅
広
い
人
脈
を
持
ち
、
東
亜
同
文

書
院
教
授
で
、
南
満
州
鉄
道
社
員
の
山
田
純
三
郎
を
通
じ
て
、
孫

文
の
辛
亥
革
命
を
支
援
し
、
犬
養
毅
、
新
渡
戸
稲
造
ら
と
と
も
に

南
洋
協
会
の
設
立
発
起
人
、
渋
沢
栄
一
、
中
島
久
万
吉
ら
と
と
も

に
日
米
電
信
株
式
会
社
創
立
委
員
な
ど
も
務
め
た
。

（
38
）
東
京
銀
行
集
会
所
は
、「
東
京
市
所
在
の
銀
行
業
者
相
会
し
て
其

交
誼
を
厚
ふ
し
経
済
上
の
利
害
を
講
究
す
る
を
目
的
」
と
し
て
、

一
八
八
〇
年
九
月
一
日
に
創
立
さ
れ
た
。
当
時
、
択
善
会
と
は
別

に
懇
親
会
が
あ
っ
た
。
八
月
三
日
の
択
善
会
臨
時
総
会
で
、
択
善

会
と
懇
親
会
と
を
合
同
し
、
新
た
に
「
銀
行
集
会
所
」
を
設
立
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
同
集
会
所
で
は
、
択
善
会
で
研
究
し
て

き
た
手
形
交
換
（
Ｗ
・
Ｓ
・
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
「
手
形
小
切
手
制
度
」

が
第
三
回
択
善
会
で
議
論
さ
れ
た
〈
井
上
琢
智
『
黎
明
期
日
本
の

経
済
思
想
―
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
・
お
雇
い
外
国
人
・
経
済
学
の
制

度
化
―
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
、一
九
七
―
九
八
頁
〉）、
為
替

取
組
の
事
務
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
択
善
会
（
田

村
俊
夫
『
渋
沢
栄
一
と
択
善
会
』
近
代
セ
ー
ル
ス
社
、
一
九
六
三
）

と
は
、
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
後
、
銀
行
の
設
立
漸
く
増
加

し
、
翌
一
〇
年
に
な
っ
て
全
国
で
二
十
に
も
な
り
、
東
京
で
の
国

立
・
私
立
銀
行
の
本
店
・
支
店
も
お
よ
そ
一
一
に
も
な
っ
た
た
め

に
、
渋
沢
栄
一
は
銀
行
業
者
会
合
の
必
要
を
主
唱
し
、「
東
京
府
下

同
業
者
多
数
の
同
意
を
得
て
、
同
年
七
月
二
日
始
め
て
同
業
者
の

会
合
を
第
一
国
立
銀
行
に
開
き
、
一
会
を
組
織
し
て
択
善
会
と
称

す
、
之
れ
実
に
現
今
東
京
銀
行
集
会
所
の
濫
觴
に
し
て
、
又
我
国

銀
行
家
会
合
の
嚆
矢
な
り
」（「
渋
沢
栄
一　

ゆ
か
り
の
地
―
東
京

銀
行
集
会
所
及
銀
行
倶
楽
部
―
」
渋
沢
栄
一
記
念
財
団W

eb

）。
な

お
、
こ
の
日
の
集
会
に
つ
い
て
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ

ル
版
（
第
三
三
巻
、
四
九
三
―
九
六
お
よ
び
四
〇
四
―
〇
五
頁
）

で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
　

   

「
是
日
、
当
委
員
会
小
集
会
、
東
京
銀
行
倶
楽
部
ニ
開
カ
レ
、
栄
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一
出
席
、
在
米
日
本
人
会
代
表
神
崎
驥
一
ヲ
招
ジ
、
同
会
ヨ
リ
提

案
セ
ル
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
排
日
問
題
対
策
ヲ
議
ス
。
九
月
二
十
五

日
神
崎
飛
鳥
山
〔
渋
沢
〕
邸
ニ
来
訪
ス
。
十
月
四
日
神
崎
兜
町
事

務
所
ニ
来
訪
ス
。
同
十
一
日
再
ビ
同
所
ニ
来
訪
ス
。

　
　
　

 

「
是
日
、
東
京
銀
行
倶
楽
部
ニ
於
テ
日
米
関
係
委
員
会
開
カ
ル
。

栄
一
出
席
シ
テ
当
会
代
表
神
崎
驥
一
ヲ
招
ジ
、
当
会
ヨ
リ
提
案
セ

ル
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
排
日
問
題
対
策
ヲ
議
ス
。
爾
後
数
回
神
崎
来

訪
ス
」（『
集
会
日
時
通
知
表
』（
渋
沢
子
爵
家
所
蔵
）。

（
39
）
阪
谷
芳
郎
（
一
八
六
三
―
一
九
四
一
）
は
、
現
在
の
井
原
市
出
身
で
、

幕
末
に
開
国
派
と
し
て
活
躍
し
た
漢
学
者
、
阪
谷
朗ろ
う
ろ廬
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
一
八
八
四
年
、
東
京
大
学
文
学
部
政
治
学
理
財

科
を
卒
業
後
、
大
蔵
省
に
入
省
す
る
。
一
九
〇
三
年
に
は
大
蔵
次
官
、

〇
六
年
、
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
。
一
九
〇
七
年
九
月
、
日
露
戦
争

の
戦
費
調
達
な
ど
の
功
績
に
よ
り
男
爵
が
授
け
ら
れ
る
。
一
二
年

七
月
か
ら
一
五
年
ま
で
東
京
市
長
を
務
め
た
。
市
長
在
任
中
に
、

明
治
神
宮
、
明
治
神
宮
野
球
場
の
造
営
や
乃
木
神
社
の
建
立
に
尽

力
し
た
。
専
修
大
学
に
も
教
員
と
し
て
出
講
し
、
の
ち
学
長
を
務
め
、

創
設
者
の
一
人
で
初
代
学
長
だ
っ
た
相
馬
永
胤
死
後
の
大
学
運
営

を
取
り
仕
切
っ
た
。
妻
琴
子
は
渋
沢
栄
一
の
次
女
で
あ
る
。

（
40
）
増
田
明
六
（
一
八
七
三
―
一
九
二
九
）
は
「
龍
門
社
を
守
る
忠
実

到
誠
の
人
」
と
さ
れ
る
渋
沢
栄
一
の
側
近
で
あ
り
、
渡
米
実
業
団

な
ど
渋
沢
の
外
遊
に
つ
ね
に
同
行
し
た
（『
龍
門
社
の
歩
み
：
青
淵

先
生
を
思
い
続
け
て
一
二
〇
年
』（
企
画
展
図
録
、
渋
沢
栄
一
記
念

財
団
付
属
渋
沢
史
料
館
編
、
二
〇
〇
六
、一
〇
頁
）。
な
お
、
井
上

琢
智
前
掲
論
文
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運

動
に
つ
い
て
」（
下
）、
一
一
五
、一
三
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
41
）
こ
の
七
月
三
〇
日
の
集
会
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』

デ
ジ
タ
ル
版
、
第
三
三
巻
、
四
〇
四
頁
に
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。 

　
　
　

 

「
是
日
、
東
京
銀
行
倶
楽
部
ニ
於
テ
日
米
関
係
委
員
会
開
カ
ル
。

栄
一
出
席
シ
テ
当
会
代
表
神
崎
驥
一
ヲ
招
ジ
、
当
会
ヨ
リ
提
案
セ

ル
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
排
日
問
題
対
策
ヲ
議
ス
」。

（
42
）
内
田
康
哉
（
一
八
六
五
―
一
九
三
六
）
は
、肥
後
国
八
代
郡
竜
北
（
現
・

熊
本
県
八
代
郡
氷
川
町
）
に
生
ま
れ
、
新
川
義
塾
な
ど
で
学
ん
だ
後
、

同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
が
、
二
年
後
に
退
学
し
、
東
京
帝
国

大
学
法
科
卒
業
後
、
外
務
省
に
入
省
し
、
ロ
ン
ド
ン
公
使
館
勤
務
、

清
国
北
京
公
使
館
勤
務
中
に
一
時
、
臨
時
代
理
公
使
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
公
使
兼
ス
イ
ス
公
使
・
ア
メ
リ
カ
大
使
（
内
田
は
一
九
〇
九

年
一
二
月
、
特
命
全
権
大
使
と
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
一
一
年
八

月
、
埴
原
正
直
が
臨
時
代
理
大
使
と
な
り
、
翌
年
二
月
、
珍
田

捨
巳
が
特
命
全
権
大
使
と
な
っ
た
）・
ロ
シ
ア
大
使
な
ど
を
歴
任

し
、
第
四
次
伊
藤
内
閣
の
外
務
次
官
を
務
め
、
第
二
次
西
園
寺
内

閣
（
一
九
一
一
―
一
二
）、
原
内
閣
（
一
九
一
八
―
）、
高
橋
内
閣
、

加
藤
友
三
郎
内
閣
（
―
一
九
二
三
）
に
於
い
て
外
務
大
臣
を
務
め
る
。

特
に
原
内
閣
以
降
、
パ
リ
講
和
会
議
や
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
時
期

の
外
相
と
し
て
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
構
築
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に
関
与
し
、
後
述
の
よ
う
に
一
九
二
八
年
の
不
戦
条
約
成
立
に
も

関
係
す
る
な
ど
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
協
調
体
制
を
創
設

し
た
一
人
で
あ
っ
た
。

（
43
） 

牛
島
謹き

ん

彌じ

（
一
八
六
四
―
一
九
二
六
）
は
、
現
久
留
米
市
に
生
ま
れ
、

一
八
八
五
年
上
京
し
、
二
松
学
舎
に
入
学
、
八
八
年
渡
米
し
、
農

作
業
労
働
を
経
験
（
こ
の
頃
か
ら
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
マ
」（
山
田
義

雄
前
掲
書
、
七
九
頁
）
と
呼
ば
れ
よ
う
に
な
っ
た
）
し
、
九
一
年

に
は
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
村
で
自
営
耕
作
デ
ル
タ
開
拓
に
従
事
、
九
八

年
に
は
「
シ
マ
農
園
」（
品
種
改
良
さ
れ
た
高
品
質
の
ポ
テ
ト
生
産
）

を
拡
大
し
た
。
一
九
〇
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
に
際
し

て
、
日
本
政
府
も
巨
額
の
救
援
拠
金
を
送
り
、
牛
島
も
被
災
者
支

援
に
尽
力
し
、「
ポ
テ
ト
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

前
の
一
九
〇
四
年
に
ス
タ
ン
ク
ト
ン
に
「
須
市
日
本
人
会
」
が
創

立
さ
れ
（
一
六
一
頁
）、
そ
の
活
動
が
評
判
に
な
る
と
、
翌
年
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
「
在
米
日
本
人
協
議
会
」
が
創
立
さ
れ
、「
日

本
人
学
童
隔
離
教
育
」
を
重
視
し
、
各
地
の
日
本
人
に
よ
び
か
け

る
と
、「
ス
タ
ン
ク
ト
ン
日
本
人
会
」
は
牛
島
を
会
長
に
す
え
、
そ

の
後
、「
在
米
日
本
人
連
合
協
議
会
」
第
一
回
会
議
が
、
三
三
地

方
団
体
か
ら
代
表
が
参
加
し
、
理
事
長
に
我
孫
子
久
太
郎
が
就
任
、

牛
島
は
理
事
と
な
っ
た
。
一
九
〇
八
年
「
在
米
日
本
人
会
」
が
設

立
さ
れ
る
と
、
初
代
会
長
（
―
二
六
年
）
に
選
出
さ
れ
た
（
二
一
三

―
一
五
頁
）。
翌
年
〇
九
年
に
な
る
と
渋
沢
栄
一
の
日
本
実
業
団
が

訪
米
し
、
二
人
の
初
会
見
は
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
（
山
田
義
雄
前

掲
書
、「
年
表
」
も
参
照
の
こ
と
）。
ま
た
、「
牛
島
謹
彌
君
―
在
米

日
本
人
会
々
長
―
」（
前
掲
書
金
井
重
雄
・
伊
藤
晩
松
編
、
一
四
六

―
四
九
頁
）
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
前
掲
「
在
米
日
本
人
住
所
姓

名
録
」（
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
在
米
日
本
人
総
合
協
議
会
、
桑
港
日

本
人
協
議
会
、
桑
港
日
本
人
会
の
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

久
留
米
の
江
碕
済わ
た
る

塾
の
門
下
生
で
あ
っ
た
牛
島
の
先
輩
（
山
田

義
雄
前
掲
書
、
三
六
―
三
八
頁
）
日
比
翁
助
は
一
八
八
〇
年
、
慶

應
義
塾
に
入
学
、
八
四
年
に
卒
業
し
、
三
越
百
貨
店
の
創
業
を
主

導
し
た
（
前
掲
『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
Ⅰ
』
五
三
二
頁
。

前
掲
書
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』、
七
二
七
―
二
八
頁
）。

（
44
）
こ
の
太
田
は
、ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、一
九
一
六
年
開
催
さ
れ
た
「
第

一
回
在
米
同
窓
会
」
に
参
加
し
て
い
た
太
田
義
三
郎
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
神
崎
驥
一
の
一
時
帰
国
送
別
会
、
畑
歓
三
及
び
在
米
日
本

人
会
書
記
長
に
就
任
し
た
乾
精
末
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で

で
あ
る
（
井
上
琢
智
・
高
橋
正
・
比
留
井
弘
司
「
乾
精
末
」『
関
西

学
院
史
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
五
、二
九
六
頁
）。

（
45
）
滝
本
為
三
は
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
三
日
時
点
の
身
分
は
、「
桑

港
在
米
日
本
人
会
書
記
長
」
で
あ
る
。
神
崎
驥
一
は
、
一
九
二
一

年
三
月
二
八
日
に
関
西
学
院
高
等
学
部
商
科
部
長
就
任
し
て
い
る

の
で
、
滝
本
は
神
崎
の
後
任
者
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
二
人
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
井
上
琢
智
前
掲
論
文
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け

る
『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
」（
下
）、
一
一
四
―
一
五
頁
を

参
照
の
こ
と
。
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（
46
）
安
孫
子
久
太
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
三
六
）
は
、
新
潟
県
妙
高
市

に
生
ま
れ
た
が
、
母
の
死
亡
し
た
た
め
、
祖
父
母
の
も
と
で
育
っ

た
も
の
の
、
家
出
し
て
上
京
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
。
八
五
年
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
福
音
会
の
援
助
で
渡
米
し
た
。
現
地
の
リ
ン

カ
ー
ン
・
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
後
、
浜
田
房
次
郎
、
玉
井

重
次
郎
ら
と
と
も
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
入

学
し
、
社
会
学
を
学
ぶ
一
方
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
福
音
会
（
住

所
は1837 Bush St., T

el. W
est 3729

）
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
同
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
卒
業
後
、
ラ
ン
ド
リ
ー
業
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
経
営
し
て
い
た
が
、
一
八
九
七
年
、『
桑
港
日
本

新
聞
』
を
、
翌
年
に
は
『
北
米
日
報
』
を
も
買
収
し
、
二
社
を
合

併
し
て
『
日
米
』
を
創
刊
。
一
九
〇
三
年
に
、
日
米
勧
業
社
を
設

立
、
各
地
の
鉄
道
、
鉱
山
、
農
園
に
日
本
人
を
送
り
込
む
な
ど
渡

米
し
た
青
年
た
ち
へ
の
援
助
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
排
日
派
と

の
折
衝
に
お
い
て
日
本
人
社
会
の
中
心
的
な
発
言
者
と
し
て
活
躍
。

一
九
〇
七
年
に
ハ
ワ
イ
か
ら
の
転
航
が
禁
止
に
な
る
と
人
材
供
給

を
絶
た
れ
、
請
負
業
は
下
火
と
な
る
。
一
九
〇
七
年
、
リ
ビ
ン
グ

ス
ト
ン
に
二
千
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
購
入
。
大
和
コ
ロ
ニ
ー
を
建

設
し
、
白
人
と
日
本
人
と
の
理
想
的
な
協
調
関
係
を
実
現
し
よ
う

と
し
た
が
、
日
米
新
聞
の
収
益
を
ヤ
マ
ト
コ
ロ
ニ
ー
に
大
量
に
つ

ぎ
込
ん
だ
た
め
、
日
米
新
聞
の
経
営
は
不
調
と
な
っ
た
。
〇
九
年
、

帰
国
し
た
後
に
津
田
梅
子
の
妹
、
余
奈
子
と
結
婚
し
た
。

（
47
）Elliot

（Charles W
illiam

 Eliot, 1834-1926

）
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の

学
長
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
米
関
係
委
員
会
往
復
書
簡
を

交
換
し
て
い
る
。
渋
沢
を
介
し
て
書
簡
を
交
換
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
エ
リ
オ
ッ
ト
か
ら
埴
原
大
使
へ
の
書
簡
（
一
九
二
四
年
四
月

二
三
日
）
で
は
、「
排
日
運
動
は
日
米
両
国
間
の
歴
史
的
友
情
、
並

に
米
国
人
が
他
国
民
に
対
し
て
表
示
し
来
れ
る
好
意
に
関
す
る
凡

る
伝
統
に
背
反
す
／
同
運
動
は
我
慾
と
恐
怖
と
に
基
け
る
政
策
に

過
ぎ
ず
、
本
電
報
の
公
表
如
何
は
閣
下
の
裁
量
に
一
任
す
／
委
員

長
渋
沢
子
爵
に
対
し
て
、
予
の
謝
意
を
伝
達
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希

ふ
／
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ユ
ー
・
エ
リ
オ
ツ
ト
／
埴
原
大
使
閣
下
」

（
邦
訳
の
み
掲
載
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
』
デ
ジ
タ
ル
版
、
第
三
四
巻
、

一
九
四
頁
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
示
す
）。

（
48
）「
高
等
商
業
学
校
」
は
、
関
西
学
院
の
場
合
、
一
九
一
二
年
に
高
等

学
部
商
科
が
、
一
九
二
一
年
に
は
「
高
等
商
業
学
部
」、
一
九
三
五

年
に
は
、「
高
等
商
業
学
校
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
高
商
と

呼
ば
れ
た
学
校
に
は
、東
京
高
等
商
業
学
校
（
一
八
八
七
、一
九
二
〇

年
に
は
東
京
商
科
大
学
と
し
て
大
学
に
昇
格
）、
神
戸
高
等
商
業
学

校
（
一
九
〇
二
）、
山
口
高
等
商
業
学
校
（
一
九
〇
五
）、
長
崎
高

等
商
業
学
校
（
一
九
〇
五
）、
小
樽
高
等
商
業
学
校
（
一
九
一
〇
）

が
あ
っ
た
。
こ
の
東
京
高
商
は
渋
沢
栄
一
と
東
京
高
商
と
の
関
係

を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
「
高
等
商
業
学
校
」
と
は
東
京
高
商
の
可

能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
「
移
民
協
会
講
習
会
の
為
め
八
時

よ
り
十
時
迄
講
演
」
に
つ
い
て
は
調
査
を
一
橋
大
学
学
国
史
資
料
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室
に
依
頼
し
た
が
、
現
時
点
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

（
49
）
こ
の
八
月
五
日
の
渋
沢
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』

デ
ジ
タ
ル
版
で
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
50
）
梶
原
仲
治
（
一
八
七
一
―
一
九
三
九
）
は
、
一
八
九
七
年
、
東
京

帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
後
、
日
本
銀
行
へ
入
行
し
、
一
九
一
八

年
に
同
行
を
辞
職
し
、
同
年
、
横
浜
正
金
銀
行
取
締
役
就
任
、
副

頭
取
就
任
、
翌
年
三
月
横
浜
正
金
銀
行
第
一
一
頭
取
（
―
二
二
）、

同
年
、
一
〇
月
、
日
本
勧
業
銀
行
総
裁
就
任
し
た
。   

（
51
）「〔
一
九
一
九
年
八
月
〕
八
日
会
ニ
於
テ
日
米
新
関
係
ニ
付
キ
講
演
」

に
つ
い
て
は
、「
八
日
会
」
が
特
定
化
で
き
ず
、確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
52
）
山
本
熊
太
郎
は
、『
日
仏
協
約
祝
賀
会
報
告
書
』（
同
会
編
、
明
治

四
〇
年
刊
）
に
拾
円
を
寄
付
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
（『
渋
沢
栄
一

伝
記
資
料
』デ
ジ
タ
ル
版
、第
二
八
巻
、七
五
九
頁
）。
彼
は
ま
た『
伊

藤
統
監
歓
迎
会
報
告
書
』（
同
会
事
務
所
編
、
第
一
―
六
四
頁
、
明

治
四
〇
年
一
二
月
刊
）
で
も
、
同
歓
迎
会
へ
拾
円
を
寄
付
し
て
い

る
（
同
デ
ジ
タ
ル
版
、
二
八
巻
、
七
七
九
頁
）。

（
53
）
時
枝
誠
之
（
一
八
七
〇
―
一
九
三
四
）
は
、
福
岡
県
士
族
時
枝
誠

道
の
二
男
と
し
て
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
福
岡
県
立
尋
常
中
学
修
猷

館
を
経
て
、
一
八
九
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
を

卒
業
。
九
九
年
、
横
浜
正
金
銀
行
に
入
行
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
支
店
支
配
人
（
支
店
長
）
を
経
て
、
本
店
人
事
課
長
兼
庶
務
課

長
を
務
め
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
時
代
に
は
「
ポ
テ
ト
キ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
た
農
園
経
営
者
牛
島
謹
爾
に
融
資
を
し
て
い
る
。

日
本
語
改
良
論
者
で
あ
り
、
日
本
語
を
総
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記

に
し
て
名
詞
を
英
語
に
置
き
換
え
た
「N

eo Japanism

」
を
提
唱

し
た
。

（
54
） 

井
上
準
之
助
（
一
八
六
九
―
一
九
三
二
）
は
、
大
分
県
出
身
で
、
仙

台
第
二
高
等
中
学
校
を
経
て
、
一
八
九
六
年
、
帝
国
大
学
法
科
大

学
法
律
学
科
（
英
法
）
し
、
同
年
、
山
本
達
雄
の
勧
め
で
日
本
銀

行
に
入
行
し
、
一
九
〇
六
営
業
局
長
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐

在
を
経
験
し
、
一
九
一
一
年
横
浜
正
金
銀
行
取
締
役
に
な
っ
た
が
、

一
九
一
九
年
、
第
九
代
日
本
銀
行
総
裁
に
就
任
し
た
（
―
二
三
）。

さ
ら
に
一
九
二
七
年
第
一
一
代
日
本
銀
行
総
裁
に
就
任
し
た
。
彼

は
金
輸
出
解
禁
と
併
せ
て
財
政
緊
縮
を
中
心
と
す
る
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
政
策
を
断
行
し
た
た
め
、
三
二
年
年
、
総
選
挙
の
応
援
演

説
に
行
く
途
中
暗
殺
さ
れ
た
（
血
盟
団
事
件
）。

（
55
）
上
野
博
覧
会
と
は
、
不
忍
池
畔
で
一
九
一
八
年
八
月
か
ら
開
催
さ

れ
た
電
気
博
覧
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
一
四
万
六
三
六
九
人
の

入
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
（
百
崎
誠
「
わ
が
国
博
覧
会
の
歴
史
と

変
遷
」AD

 STU
D

IES, vol. 13, 2005

公
益
財
団
法
人 

吉
田
秀
雄

記
念
事
業
財
団
、
七
頁
）。

（
56
）
大
倉
喜
八
郎
（
一
八
三
七
―
一
九
二
八
）
は
、
現
・
新
潟
県
新
発

田
市
に
生
ま
れ
、
一
八
五
一
年
に
江
戸
へ
出
て
、
鰹
節
商
・
乾
物

商
時
代
・
鉄
砲
商
時
代
・
御
用
達
時
代
を
経
て
、
財
界
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
七
年
の
東
京
商
法

会
議
所
（
現
・
東
京
商
工
会
議
所
）、
横
浜
洋
銀
取
引
所
（
横
浜
株
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式
取
引
所
）
で
の
活
躍
で
あ
り
、
そ
れ
を
皮
切
り
に
、
様
々
な
方

面
で
新
規
事
業
の
設
立
に
関
与
す
る
な
ど
、
明
治
・
大
正
期
に
貿
易
、

建
設
、
化
学
、
製
鉄
、
繊
維
、
食
品
な
ど
の
企
業
を
数
多
く
興
し

た
日
本
の
実
業
家
で
中
堅
財
閥
で
あ
る
大
倉
財
閥
の
設
立
者
。
渋

沢
栄
一
ら
と
共
に
、
鹿
鳴
館
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
帝
国
劇
場
な
ど
を

設
立
。
東
京
経
済
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
倉
商
業
学
校
の
創
設
者

（
一
九
〇
〇
）
で
も
あ
る
。

（
57
）
一
八
一
九
年
八
月
二
五
日
の
渋
沢
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一

伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
で
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
58
） 

ラ
ン
バ
ス
（W

. R. Lam
buth,1854

―1921

）
は
、
父
Ｊ
・
Ｗ
・
ラ

ン
バ
ス
の
中
国
伝
道
開
始
の
年
、
上
海
に
生
ま
れ
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ビ

ル
ト
大
学
で
神
学
と
医
学
を
修
め
る
。
八
六
年
、MECS

ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
理
と
し
て
神
戸
へ
着
任
し
、
八
八
年
、
関
西

学
院
創
立
に
着
手
し
、
翌
年
八
九
年
九
月
二
八
日
、
無
一
文
の
な

か
、
神
戸
の
地
で
関
西
学
院
創
立
し
た
。
九
〇
年
一
二
月
、
妻
の

病
の
た
め
離
日
し
、
本
国
伝
道
局
に
お
い
て
活
躍
し
、
一
九
一
〇
年
、

海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
の
監
督
に
選
任
さ
れ
た
。

　
　
　
　
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
よ
れ
ば
（
第
三
九
巻
、

七
五
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
九
年
「
八
月
廿
八
日　

木　

午

後
四
時　

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス
氏
並
ニ
神
崎
驥
一
氏

兜
町
ニ
来
約
」
と
あ
る
。
ラ
ン
バ
ス
は
こ
の
年
の
「
八
月
に
、
日

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
年
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
来
日
し･･･

会
議
〔
二
七

日
〕
の
後
、
東
京
で
渋
沢
栄
一
と
会
い
、
協
力
を
要
請
し
た
」

（
石
橋
信
義
『
ラ
ン
バ
ス
物
語
』
興
正
社
、
二
〇
〇
四
、一
七
八

頁
）
と
の
記
述
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ

ン
バ
ス
「
日
本
雑
記
」（
半
田
一
吉
訳
『
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ッ
セ

ル
・
ラ
ン
バ
ス
資
料
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
研
究
室
、

一
九
八
〇
、五
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
同
湾

周
辺
で
の
私
達
の
仲
間
の
指
導
的
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ワ
ー
カ
ー
の

一
人
神
崎
驥
一
氏
が
、
ロ
ウ
リ
ン
グ
ズ
（D

r. Raw
lings

）
と
私
が

渋
沢
男
爵
と
会
え
る
よ
う
に
約
束
を
と
り
つ
け
て
く
れ
た
」
と
書

い
て
い
る
。
な
お
、
井
上
琢
智
前
掲
論
文
「
戦
間
期
関
西
学
院
に

お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
」（
下
）、
一
三
二
頁
の
（
注

　

九
六
）
の
記
述
は
、
こ
の
一
九
一
九
年
の
来
日
と
シ
ベ
リ
ア
か

ら
中
国
、
朝
鮮
を
回
り
、
日
本
を
再
訪
し
た
」
一
九
二
一
年
の
来

日
（
横
浜
で
の
昇
天
の
年
）
と
を
混
同
し
て
記
述
し
て
い
る
。
訂

正
し
ま
す
（
な
お
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、

中
西
良
夫
訳
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス　

ア
フ
リ
カ
伝
統
へ
の
祈
り

と
足
跡
」、『
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ラ
ン
バ
ス
資
料
（
５
）』

関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅸ
、
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教

主
義
教
育
研
究
室
、
一
九
九
〇
、二
一
六
―
一
九
頁
）。

（
59
）Raw

ling, E. H
.

は
、Walter Russell Lam

buth, M
.D

., D
.D

., F.R.G
.S. 

N
ashville, TN

: Board of M
issions, M

ethodist Episcopal C
hurch, 

South, 1921. [in m
em

oriam
]

の
著
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
神
崎

は
誤
っ
てRolling

と
書
い
て
い
る
。

（
60
）
一
九
一
九
年
九
月
九
日
の
の
渋
沢
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
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伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
で
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
61
）
鈴
木
文
治
（
一
八
八
五
―
一
九
四
六
）
は
、
現
在
の
栗
原
市
出
身
で
、

在
野
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
師
本
間
俊
平
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
問

題
に
目
覚
め
て
た
旧
制
山
口
高
等
学
校
を
経
て
、
同
郷
の
先
輩
で

あ
る
吉
野
作
造
と
と
も
に
、
自
由
主
義
的
な
海
老
名
弾
正
率
い
る

組
合
派
の
本
郷
教
会
に
所
属
、
大
学
で
は
社
会
政
策
学
者
桑
田
熊

蔵
の
社
会
改
良
主
義
に
共
鳴
し
、
社
会
運
動
家
へ
の
志
望
を
固
め

て
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
一
九
〇
九
年
に
卒
業

し
た
。
吉
野
作
造
の
活
動
を
陰
で
支
え
続
け
た
の
も
鈴
木
で
あ
る
。

卒
業
後
、
秀
英
舎
（
現
・
大
日
本
印
刷
）
を
経
て
、
一
〇
年
、
東

京
朝
日
新
聞
に
入
社
。
貧
民
問
題
の
取
材
に
取
り
組
み
、
一
一
年

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
統
一
基
督
教
弘
道
会
（
会
長
安
部
磯
雄
）
に

幹
事
と
し
て
就
職
。
一
二
年
に
は
、
労
働
者
の
地
位
向
上
を
目
指

し
て
、
友
愛
会
を
発
足
さ
せ
た
。
一
五
、一
六
年
に
渡
米
し
て
ア
メ

リ
カ
の
労
働
組
合
事
情
を
学
び
、
ま
た
麻
生
久
ら
急
進
的
な
若
手

書
記
の
影
響
も
あ
り
、
次
第
に
団
結
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
り
、
労
働
組
合
化
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
一
九
年

に
は
「
大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
」
と
改
称
。
ま
た
同
年
、政
府
・

財
界
主
導
型
の
労
使
協
調
団
体
「
協
調
会
」
へ
の
参
加
を
拒
絶
す

る
な
ど
、
体
制
に
対
し
て
対
決
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。 

（
62
）
一
九
一
九
年
九
月
十
五
日
の
渋
沢
事
務
所
の
増
田
〔
明
六
〕
訪
問

に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
で
は
記
録
さ

れ
て
い
な
い
。

（
63
）
一
九
一
九
年
九
月
十
七
日
午
後
五
時
開
催
の
日
米
関
係
委
員
会
に

つ
い
て
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
版
で
以
下
の
よ
う
に

記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
「
是
日
、
当
委
員
会
、
東
京
銀
行
倶
楽
部
ニ
開
カ
レ
、
栄
一
出
席
、

協
議
ノ
結
果
規
約
ニ
一
項
ヲ
追
加
シ
テ
幹
事
ヲ
置
ク
コ
ト
ニ
決
ス
」

（
第
三
三
巻
、
四
九
六
―
九
七
頁
）。

（
64
）
京
橋
采
女
と
は
、「
采
女
町
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
七
二
年
、

馬
場
先
門
に
西
洋
料
理
店
が
開
業
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
日
に

「
銀
座
大
火
」
が
発
生
し
全
焼
、
同
年
、
木
挽
町
に
仮
店
舗
を
再
建
。

翌
年
、
采
女
町
に
移
転
し
「
築
地
精
養
軒
」
と
し
て
本
格
開
業
し

た
。
一
八
七
六
年
に
は
「
上
野
公
園
」
の
開
設
と
と
も
に
支
店
「
上

野
精
養
軒
」
も
開
業
し
て
い
る
。
本
稿
、
注
三
二
を
参
照
の
こ
と
。

（
65
）
飯
田
治
彦
と
は
、
一
九
〇
六
年
、
東
京
銀
座
歌
舞
伎
座
横
に
弁
理

士
事
務
所
を
創
設
し
、
初
代
所
長
と
な
っ
た
飯
田
治
彦
（
初
代
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
弁
理
士
会
理
事
長
・
元
特
許
局
審
査

官
を
務
め
た
。
な
お
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
飯
田
特
許
事
務
所

は
そ
の
後
継
で
あ
る
。
彼
は
、
豊
田
佐
吉
に
同
行
し
、「
蓄
電
池
発

明
の
た
め
の
奨
励
金
を
寄
付
し
た
。
そ
の
記
事
は
以
下
の
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
「
私
財
百
万
円
を
投
げ
出
し
て
我
発
明
界
を
刺
戟
す

　
　
　
理
想
的
で
あ
る
蓄
電
装
置
の
発
明
を
奨
励
す
る
為
め
万
事
を
発
明

協
会
に
託
し
た
協
会
で
は
近
く
条
件
を
決
定

　
　
　

努
力
の
人
豊
田
翁
の
篤
志
産
業
発
達
の
第
一
歩
□
□
の
発
明
の
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た
め
に
、
一
私
人
と
し
て
日
本
発
明
界
に
尽
そ
う
と
私
財
百
万
円

を
投
げ
出
し
た
―
中
略
―
翁
は
去
る
九
月
中
旬
上
京
し
て
弁
理
士

飯
田
治
彦
氏
と
共
に
丸
ノ
内
発
明
協
会
を
訪
い
、
会
長
阪
谷
芳
郎

男
専
務
理
事
宿
利
英
治
氏
と
会
見
―
中
略
―
調
査
委
員
会
を
設

け
、
阪
谷
男
を
会
長
に
理
事
宿
利
英
治
氏
、
工
学
博
士
高
松
豊
吉
氏
、

工
学
博
士
浅
野
応
補
氏
外
二
十
名

　
　
　
―
中
略
―
第
一
回
調
査
委
員
会
を
九
日
丸
の
内
日
本
倶
楽
部
で
開
い
て

【
一
】
史
料
解
題

　

神
崎
驥
一
（
一
八
八
四
年
八
月
一
〇
日
―
一
九
五
九
年
四
月
一
六

日
）
は
、
東
京
府
麹
町
区
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
一
年
、
関
西
学
院

普
通
学
部
（
同
級
生
に
は
、
後
に
関
西
学
院
を
支
え
た
中
村
賢
二

郎
、
宮
田
守
衛
や
本
誌
本
号
（
第
二
七
号
）
に
登
場
す
る
国
際
平
和

演
説
者
乾
精
末
が
い
る
）
を
卒
業
後
、
英
語
専
修
科
に
在
学
し
た
後
、

一
九
〇
三
年
一
一
月
に
渡
米
し
た
。
当
初
の
住
所
は
、「
バ
ー
ク
レ
ー

市
山
手
ス
プ
ル
ー
ス
街
で
先
輩
畑
歓
三
〔
注
10
〕
の
同
宿
」
で
あ
っ

た
（
中
坊
馨
談
）。

　

そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
経
済
学
、
史
学
を
学
び
卒
業

（
一
九
〇
九
）、
同
大
学
院
に
進
学
し
史
学
・
政
治
学
を
研
究
し
な
が

ら
（
一
九
一
〇
―
一
二
）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
一
一
年
一
月
か
ら
、 

一
九
一
三
年
末
頃
ま
で
農
業
経
営
を
し
た
。
友
人
中
村
に
よ
れ
ば
、

「Sugar beet

〔
テ
ン
サ
イ
、
サ
ト
ウ
ダ
イ
コ
ン
の
〕Plantation

の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
〔
請
負
人
と
し
て
〕、
神
崎
農
園
と
い
う
名
前

〔
の
〕･･･
４
千
エ
イ
カ
ー･･･

何
百
人
の
日
本
人
、
朝
鮮
人
、
ヒ

ン
ズ
ー
を
使
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

カリフォルニア大学生時代の
神崎驥一（2）

　
　
　
　

一
、
発
明
の
効
用
程
度

　
　
　
　

二
、
発
明
の
考
案
に
対
し
て
発
明
補
助
費
を
出
す
や
否
や

　
　
　
　

三
、
で
き
て
来
た
発
明
品
に
の
み
与
え
る
か
―
中
略
―

　
　
　

第
二
回
の
委
員
会
で
決
定
の
上
近
く
社
会
に
発
表
す
る
と
同
時
に
、

全
国
か
ら
世
界
的
な
発
明
品
を
募
集
す
る
―
後
略
―
」

　
　
　
（
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
、
新
聞
記
事
文
庫
、「
救
済
お
よ
び

公
益
事
業
」、『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
二
四
年
一
〇
月
七
日
）。
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一
九
〇
八
年
設
立
さ
れ
た
「
在
米
日
本
人
会
」（
牛
島
謹
彌
会
長

〔
注
43
〕）
の
書
記
長
に
、
乾
精
末
の
後
任
と
し
て
就
任
し
た
。
滞
米

中
に
第
二
代
院
長
吉
岡
美
国
の
長
女
美
津
（
注
８
）
と
結
婚
し
た
。

　

こ
の
書
記
長
時
代
の
一
九
〇
六
年
一
〇
月
一
一
日
に
出
さ
れ
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
日
本
人
学
童
隔
離
命
令
（
注
15
）
に
端
を
発
し
、

排
日
移
民
法
制
定
の
動
き
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
日
米
関
係
悪
化
を
民

間
の
立
場
か
ら
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
た
渋
沢
栄
一
の
招
聘
を
う
け
、

日
米
を
往
来
し
、
ア
メ
リ
カ
と
り
わ
け
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
状
況
を

説
明
し
、
改
善
策
に
つ
い
て
の
諸
会
議
に
出
席
し
た
。
こ
の
神
崎
の

往
来
を
利
用
し
て
関
西
学
院
は
神
崎
の
関
西
学
院
へ
の
帰
任
を
打
診

し
た
の
は
、
一
九
二
一
年
の
関
西
学
院
高
等
学
部
二
学
部
分
離
に
際

し
て
高
等
商
業
学
部
長
就
任
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
（
文
学
部
部
長

は
Ｈ
・
Ｆ
・
ウ
ッ
ズ
ウ
ォ
ー
ス
で
あ
っ
た
）。
こ
の
神
崎
の
関
西
学

院
へ
の
招
聘
開
始
は
、
一
九
一
八
年
二
月
八
日
で
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
報
告
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
神
崎
氏
と
交
渉
中
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
（『
理
事
会
記
録
』）。

　

本
「
神
崎
驥
一
日
記　

一
」
は
、
現
在
関
西
学
院
大
学
学
院
史
編

纂
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
以
下
の
「
日
記
」
の
最
初
の
二
冊
の
「
日

記
」（
一
九
一
六
年
一
月
一
日
か
ら
一
九
一
六
年
一
月
八
日
お
よ
び

一
九
一
九
年
七
月
一
一
日
か
ら
一
九
一
九
年
九
月
一
七
日
）
の
翻
刻

で
あ
り
、
前
者
は
在
米
時
代
に
あ
た
り
、
後
者
は
在
日
時
代
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
後
者
の
記
述
か
ら
伺
え
る
の
は
、
渋
沢
栄
一
の
日
米
関

係
委
員
会
（
注
24
）
ら
で
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
外
務
省
の
埴
原

正
直
（
注
17
）、
田
中
都
吉
（
注
18
）、
内
田
康
哉
（
注
42
）、
米
駐

日
大
使W

oods, E.

（
注
29
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授Elliot, 

C. W
.

（
注
47
）、
さ
ら
に
渋
沢
栄
一
の
娘
婿
で
あ
る
阪
谷
芳
郎
（
注

39
）、側
近
で
あ
る
増
田
明
六
（
注
40
）、日
本
銀
行
井
上
準
之
助
（
注

54
）、
横
浜
正
金
銀
行
の
取
締
役
梶
原
仲
治
（
注
50
）、
牛
島
に
融
資

し
た
時
枝
誠
之
（
注
53
）、
三
井
物
産
取
締
役
の
藤
瀬
政
次
郎
（
注

37
）
と
在
米
日
本
人
会
会
長
の
牛
島
謹
彌
（
注
43
）、
神
崎
の
後
任

書
記
長
の
滝
本
為
三
（
注
45
）、
さ
ら
に
は
牛
島
と
同
様
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
日
本
人
の
リ
ー
ダ
の
安
孫
子
久
太
郎
（
注
46
）
な
ど
と
日

米
関
係
の
改
善
策
を
議
論
・
提
案
し
、
他
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
経

済
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
牛
島
に
代
わ
り
交
渉
を
継
続
し
た
。
こ

の
よ
う
に
日
米
関
係
の
改
善
に
努
め
て
、
日
米
を
往
復
し
た
神
崎
の

活
躍
を
見
た
「
弊
原
〔
喜
重
郎
〕
大
使
〔
一
九
一
九
年
に
駐
米
大
使

に
就
任
し
、
二
一
年
か
ら
二
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
日
本
首
席

全
権
と
し
て
参
加
〕
の
時
に
も
〔
神
崎
に
〕
外
交
官
に
薦
め
ら
れ
て

い
た
」（
天
野
利
三
郎
談
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
神
崎
は
日
米

関
係
史
の
中
で
「
忘
れ
さ
ら
れ
た
民
間
外
交
官
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
国
際
問
題
へ
の
取
組
に
加
え
て
、
神
崎
は
同
窓
の
先
輩
畑

歓
三
、
同
級
で
『
太
陽
』
主
筆
の
浅
田
江
村
（
注
19
）
と
の
交
流
を
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続
け
、
ラ
ン
バ
ス
初
代
院
長
（
注
58
）
と
渋
沢
栄
一
と
の
会
談
の
仲

介
を
務
め
る
な
ど
、
関
西
学
院
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

　

そ
の
後
の
神
崎
の
活
躍
は
、
旧
制
大
学
開
設
に
伴
い
、
大
学
商
経

学
部
長
を
兼
任
、
高
等
商
業
学
部
と
大
学
商
経
学
部
教
授
で
も
あ
っ

た
が
、主
に
学
校
行
政
に
終
始
尽
力
し
た
。さ
ら
に
第
四
代
院
長
ベ
ー

ツ
の
離
日
後
、
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
の
一
〇
年
間
、
第
五
代
院
長
を

務
め
、
一
時
期
、
大
学
長
、
専
門
学
校
長
を
も
兼
ね
、
戦
中
、
戦
後

の
混
乱
期
の
関
西
学
院
の
舵
取
り
を
し
た
。

【
二
】「
神
崎
驥
一
日
記
」
に
つ
い
て

　

現
在
、
関
西
学
院
大
学
学
院
史
編
纂
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
わ
ゆ
る

「
神
崎
驥
一
日
記
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
登
録
日
は

一
九
九
〇
年
（
Ａ
）
と
一
九
九
六
年
（
Ｂ
）
で
あ
る
。

　
（
１
） 「
日
記
」
一
九
一
六
年
一
月
一
日
～
一
月
八
日
（
Ｂ
）

　
（
２
） 「
日
記
」
一
九
一
九
年
七
月
一
一
日
～
九
月
一
七
日
（
Ｂ
）

　
（
３
）「
日
記
」
一
九
二
〇
年
一
月
一
日
～
一
二
月
三
一
日
（
Ｂ
）

　
（
４
） 「
日
記
」
一
九
二
一
年
一
月
三
日
～
三
月
三
日
・
九
日
（
Ｂ
）

　
（
５
）「
日
記
」
一
九
二
二
年
一
月
一
日
～
二
月
一
〇
日
（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
九
日
～
九
月
一
五
日
（
Ｂ
）

　
（
６
）「
日
記
」
一
九
二
四
年
一
月
一
日
～
四
月
一
六
日
（
Ａ
）

　
（
７
）「
日
記
」
一
九
二
七
年
九
月
一
日
～
一
〇
月
一
七
日
（
Ａ
）

　
（
８
）「
日
記
」
一
九
二
八
年
一
月
一
日
～
一
二
月
四
日
（
Ａ
）

　
（
９
） 「
日
記
」
一
九
三
一
年
一
月
一
日
～
一
月
一
六
日
（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
六
年
一
月
一
日
～
二
月
一
六
日
（
Ｂ
）

　
（
10
）「
日
記
」
一
九
三
五
年
一
月
一
日
～
二
月
四
日
（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
五
年
四
月
二
三
～
一
二
月
三
一
日
（
Ｂ
）

　
（
11
）「
日
記
」
一
九
四
〇
年
一
月
一
日
～
三
月
二
五
日
（
Ｂ
）

　
（
12
）「
日
記
」
一
九
五
二
年
一
月
四
日
～
四
月
二
一
日
（
Ｂ
）

　
（
13
）「
日
記
」
一
九
五
六
年
一
月
一
日
～
一
二
月
三
一
日
（
Ａ
）

　
（
14
）「
日
記
」
一
九
五
八
年
一
月
一
日
～
一
二
月
三
一
日
（
Ｂ
）
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（
15
）「
日
記
」
一
九
五
九
年
一
月
七
日
～
二
月
二
一
日
（
Ｂ
）

　

今
後
、
こ
の
「
日
記
」
翻
刻
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
分
量

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
本
誌
に
よ
る
掲
載
は
多
年
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

本
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
倉
橋
桃
代
氏
（
同
窓
で
三
田
市
教
育
委
員

会
で
市
史
編
纂
事
業
に
従
事
）
に
過
大
な
る
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

（
１
）
こ
の
注
番
号
は
、「
日
記
」
本
文
の
注
番
号
で
あ
る
。

（
２
）The 1909 B

lue and G
old of the U

niversity of C
alifornia 

Berkeley, C
alifornia. Vol. 35, published by the Junior C

lass of 

U
niversity of California, N

ineteen hundred and eight, p. 100.

　
【
一
九
一
九
年
七
月
一
一
日
へ
の
付
記
】

　

東と
う
が
さ
き

ヶ
崎
潔
（
一
八
九
五
―
一
九
九
二
）
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、

貿
易
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
生
涯
を
自
給
伝
道
と
明
治
初
期
の
日
本
人
渡

米
移
民
住
民
の
苦
難
を
献
身
的
に
助
け
た
菊
松
の
長
男
で
あ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
学
び
、
在
学
中
に
第
一
次
大
戦
に
従
軍
し
、

そ
の
後
卒
業
し
て
貿
易
会
社
に
勤
務
し
日
米
を
往
復
し
た
。
金
森
通
倫
牧

師
の
長
女
と
結
婚
し
、
一
九
三
三
年
に
住
居
を
日
本
に
移
し
た
。

　

一
九
四
六
年
以
降
、
戦
後
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
聖
路
加
国
際
病
院

の
返
還
に
努
力
し
、
四
九
年
か
ら
は
国
際
基
督
教
大
学
の
設
立
に
尽
力
し
、

初
代
理
事
長
と
な
っ
た
。
他
方
、
現
在
の
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
の
社
長
等

な
ど
企
業
経
営
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
戦
後
の
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
復
興
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
に
努
力
、
一
九
六
八
年
に
は
日
本
人
と

し
て
初
め
て
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
社
会
活
動
並

び
に
社
会
奉
仕
に
務
め
た
。


